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《人口の動き》　男2，960（一45）女2，975（一64）計5，935（一109）世帯数1，650（一13）

3月末日現在　　出生7　死亡6　転入24転出134
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四
月
二
〇
日
に
行
わ
れ
た
新
潟
県

知
事
選
挙
の
松
代
町
で
の
開
票
結
果

及
び
投
票
区
別
投
票
率
は
次
の
と
お

り
で
す
．

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

◇
松
代
町
で
の
開
票
結
果

今諸君真
井里　貝

秀
二
　
　
　
　
八
四
票

健
男
　
二
、
二
八
八
票

正
典
　
　
一
、
五
一
五
票

敬
弥
　
　
　
一
八
八
票

　
無
効
票
　
　
三
八
票

投票区 部　　落　　名 有権者数 投票者数 投票率

1 松　　代、　小屋丸 1，006 ・　900 89．46％

2 蓬　　　　　　　　　平 191 175 91．62

3 会　　沢、　清　　水 155 141 90．97

4 桐　　　　　　　　　山 45 45 100．OO

5 池　　　　　　　　　尻 47 42 89．36

6 池　　　　之　　　　畑 55 53 96．36

7 下　　　　　　　　　山 75 69 92．00

8 東　　山、　海　　老 95 80 84．21

9 孟　　　　　　　　　地 72 63 87．50

10 滝　　　　　　　　　沢 44 42 95．45

11 田野倉、　仙　　納 222 196 88．29

12 蒲　　　　　　　　　生 268 240 89．55

13 儀　　　　　　　　　明 242 214 88．43

14 寺　　田、　諏訪峠 102 91 89．22

15 莇　　　　　　　　　平 83 72 86．75

16 小　　　　　　　　　貫 16 15 93．75

17 菅　　刈、　田　　沢 184 159 86．41

18 福　　　　　　　　島 91 77 84．62

19 奈良立、　室　　野 448 385 85．94

20 木　　和　　田　　原 91 83 91．21

21 峠 111 98 88．29

22 千　　　　　　　　　年 220 203 92．27

23 小荒戸、太平、松代（新田） 293 270 92．15

24 犬　　　　　　　　　伏 215 186 86．51

25 中　　子、　苧　　島 103 95 92．23

26 名　　　　　　　　平 27 26 96．30

27 濁 15 14 93．33

28 竹　　　　　　　　　所 62 54 87．10

29 片　　　　桐　　　　山 26 25 96．15

計 4，604 4，113 89．34％

－
一
一
寧
レ
生
『
》
色
寧
し
昌
多
ひ
一
蕊
7
ひ
一
薯
一
レ
三
亨
レ
｝
，
一
レ
三
＝
甲
レ
三
F
レ
監
7
レ
一
曇
7
ひ
皇
一
・
し
畠
一
ヲ
レ
琶
y
レ
主
『
レ
含
『
o
レ
生
謬
レ
邑
一
寧
レ
皇
『
レ
ゑ
『
9
レ
』
婁
レ
』
y
レ
皇
一
、
レ
色
，
一
，
レ
生
q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

収
入
役
に
樋
ロ
芳
男
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
任
さ
れ
る

　
　
ブ
ナ
の
林
を
撮
ろ
う
！

　
残
雪
に
映
え
る
淡
い
緑
の
ブ
ナ
の

新
芽
が
そ
よ
風
を
さ
そ
う
、
雪
深
い

里
に
ブ
ナ
の
緑
、
感
動
的
な
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
雪
国
な
ら
で
は

の
美
し
い
景
観
は
心
に
安
ら
ぎ
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
の
ブ
ナ
林
も
次
々
に
切
ら
れ
て

数
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
防
止
や
野
鳥
類
に
と
っ
て
も

重
要
な
生
息
環
境
と
い
う
べ
き
“
ブ

ナ
林
”
を
保
護
し
よ
う
。

◎
日
　
時

　
五
月
三
一
日
ω
～
六
月
一
日
㈹

　
午
前
九
時
～
午
後
四
時

◎
会
　
場

　
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
i

◎
出
品
資
格

　
町
内
に
住
民
登
録
ま
た
は
、
勤
務

　
柳
公
治
収
入
役
の
退
職
に
伴

い
、
三
月
の
定
例
会
で
樋
口
芳

男
氏
（
前
総
務
課
長
）
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

lll”ワIIllIIワllllllrヲ量ll悶PIll”ワlll”1ワllllllワ叩▼1”IIワll”ll｝1”II『訓ll掴ワOI”llワ・llll，ワBllll

－
一
3
一
一
－
弓
一
一
零
7
4
‘
＝
。
一
－
，
考
－
一
…
雪
q
毒
－
毒
一
－
q
一
考
q
｛
q
‘
雪
零
q
毒
一
，
q
一
§
雪
－
、
5
一
雪
－
一
‘
一
窒
d
ワ

　
　
　
　
“

地
を
有
す
る
高
校
生
以
上
の
方
。

◎
出
品
基
準

○
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

　
　
　
　
　
（
一
人
何
枚
で
も
可
）

○
白
黒
・
カ
ラ
ー
と
も
サ
イ
ズ
は
四

つ
切
り
（
二
五
㎝
×
三
〇
㎝
）
を
原

則
と
し
ま
す
が
、
組
写
真
等
の
場
合

は
E
版
で
も
可

◎
作
品
は
五
月
二
三
日
働
ま
で
に
総

合
セ
ン
タ
ー
へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
受
　
賞

　
優
秀
作
品
に
は
賞
状
及
び
賞
品
を

授
与
し
ま
す
。

　
出
品
者
全
員
の
方
に
粗
品
を
贈
呈

し
ま
す
。

◎
写
真
の
説
明
　
撮
影
場
所
（
大
字

O
O
字
○
○
と
記
入
。
撮
影
者
氏
名
、

住
所
、
簡
単
な
説
明
を
付
記
し
て
下

さ
い
。
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最
近
で
は
「
一
日
塩
分
は
何
9
以

下
に
抑
え
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
」
と

た
ず
ね
る
と
、
即
、
　
「
1
0
9
以
下
」

と
い
う
答
え
が
も
ど
っ
て
く
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
塩
分
の
と
り
過
ぎ

が
よ
く
な
い
と
か
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

か
い
う
こ
と
は
、
今
で
は
誰
で
も
よ

く
知
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
又
、
以

前
に
比
べ
食
生
活
も
か
な
り
改
善
さ

れ
て
き
ま
し
た
し
、
各
々
で
も
気
を

つ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

”
1
0
年
ひ
と
む
か
し
”
と
も
言
い
ま

す
が
、
1
0
年
程
前
で
は
「
み
そ
汁
一

日
何
杯
の
ん
で
ま
す
か
？
」
と
た
ず

ね
る
と
「
9
杯
」
と
い
う
答
え
も
よ

く
聞
か
れ
た
も
の
で
す
が
、
最
近
で

は
「
9
杯
」
と
い
う
答
え
は
あ
ま
り

聞
か
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
食
生
活
の
改
善
に
ひ
と

役
か
っ
て
く
れ
、
大
き
な
原
動
力
と

な
っ
て
き
た
の
が
食
生
活
改
善
推
進

員
（
以
後
食
推
と
略
す
）
の
み
な
さ

ん
の
活
動
で
す
。
食
推
さ
ん
は
一
年

間
8
回
の
栄
養
教
室
を
修
了
し
、
専

門
的
知
識
を
も
っ
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
松
代
町
で
活
躍
し
て
い

る
食
推
さ
ん
は
5
9
人
で
、
各
々
の
部

落
で
そ
の
時
々
に
応
じ
た
食
生
活
の

改
善
の
た
め
の
伝
達
講
習
会
を
開
い

た
り
、
町
で
の
事
業
に
参
加
し
た
り

そ
の
活
動
は
多
岐
に
及
ん
で
い
ま
す
。

今
で
は
部
落
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
食
生
活
が
私
達
の
生
活
の
中
で
最

も
重
要
な
部
分
を
占
め
て
い
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分

董
9
◆
●
9
ム
昌
▼
6
9
婁
■
》
6
杢
董

た
ち
の
で
き
る
範
囲
で
常
に
改
善
し

て
い
く
よ
う
、
食
推
さ
ん
と
共
に
こ

れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
た
い
も
の
で
す
。

が
ん
ミ

き
蚤
董
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
婁
昌
7
6

－
知
識

　
り
茎
9
茎

昭和59年厚生省「人ロ動態統計」より

食道1．6％

　　　胃25．2％

女
　　　　肝臓

墾翼
　　　　　　　　　5．5％

　乳房6．4％

その他
37．8％

宮
子
6
％

　
砿

食道4．5％

その他
30。6％

％328
　
　
　
　
％

胃
　
　
　
臓
5

　
　
　
　
肝
1
2

男

肺18．6％

すい臓5．0％

総数　75，082人総数　107，153人

　
が
ん
の
種

類
に
よ
っ
て

は
減
っ
て
き

て
い
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
全

体
と
し
て
が

ん
に
よ
る
死

亡
は
増
え
続

け
て
い
ま
す
。

　
が
ん
の
中

で
は
男
女
と

も
胃
が
ん
が

も
っ
と
も
多

く
、
次
い
で

肺
が
ん
、
三

番
目
が
男
性

で
は
肝
臓
が

ん
、
女
性
が

子
宮
が
ん
と

男
女
差
が
出

て
い
ま
す
。

男
女
と
も
、

胃
が
ん
死
亡

率
の
高
さ
は

世
界
一
で
す
．
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去
る
三
月
一
日
一
一
一
名
の
松
代

高
校
生
が
学
生
、
社
会
人
と
し
て
旅

立
ち
ま
し
た
。
今
年
の
学
年
は
、
丙

午
の
翌
年
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
で
、

全
国
的
に
み
て
も
高
校
生
の
人
口
が

多
く
、
当
初
か
ら
進
学
、
就
職
の
競

争
率
が
高
ま
り
激
戦
に
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
彼
ら

は
数
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
そ
れ

ぞ
れ
の
志
す
道
に
進
ん
で
行
き
ま
し

た
。
今
年
度
の
進
路
状
況
は
次
の
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

ω
進
学

◎
大
学
、
短
大

　
今
年
の
大
学
受
験
の
傾
向
を
振
り

か
え
る
と
、
現
役
よ
り
も
浪
人
有
利

と
い
っ
た
感
が
強
い
と
思
い
ま
す
。

浪
人
は
ほ
ぼ
全
員
が
合
格
を
決
め
た

の
に
対
し
、
現
役
は
合
格
率
五
五
％

と
振
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
共
通
一
次

の
結
果
な
ど
を
み
て
も
現
、
浪
そ
れ

ほ
ど
差
が
み
と
め
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

受
験
専
門
の
勉
強
、
受
験
情
報
の
収

集
、
研
究
な
ど
を
し
て
い
る
浪
人
が

わ
ず
か
に
有
利
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
現
役
受
験
生
に
と
っ
て
は

丙
午
の
翌
年
生
ま
れ
学
生
の
生
徒
数

増
や
受
験
勉
強
と
学
校
の
勉
強
の
両

立
と
い
う
門
題
が
影
響
し
て
合
格
率

不
振
に
終
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
受
験
生
の
増
加
は
こ
こ
数

1．進路別　（）内は就職進学者数

年
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
の
六

二
年
度
か
ら
の
国
公
立
大
学
入
試
制

度
変
更
な
ど
大
学
受
験
は
今
後
多
く

の
門
題
を
か
か
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
子
供
達
の
将
来
の
可
能
性
を
著

し
く
拡
大
す
る
大
学
進
学
の
指
導
は

我
々
と
し
て
も
積
極
的
に
取
り
く
ん

で
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
合
格
大
学
〉

新
潟
大
学
、
山
形
大
学
、
都
留
文
科

大
学
、
日
本
体
育
大
学
、
順
天
堂
大

学
、
専
修
大
学
、
亜
細
亜
大
学
、
大

東
文
化
大
学
、
東
京
農
業
大
学
、
玉

川
大
学
、
近
幾
大
学
、
中
央
大
学
、

東
海
大
学
、
東
洋
大
学
、
法
政
大
学

進　路／性　別 男 女 計

進
　
学

4年制大学 7 O 7

短期大学 O 2（3） 2（3）

専修大学 14 12（2） 26（1）

高等職業訓練校 1 O 1

就
　
職

民間企業 22 37 59
公　務　　員 4 2 6

家　事・家　業 O O 0

未　　　　　　　定 O O O

浪　　　　　　　人 9 1 10

計 57 54 111

明
星
大
学
、
明
治
大
学
、
早
稲
田
大

学
、
東
京
電
機
大
学
、
岡
崎
女
子
短

期
大
学
、
飯
田
女
子
短
期
大
学
、
大

垣
女
子
短
期
大
学
、
東
洋
女
子
短
期

大
学
、
玉
川
学
園
女
子
短
期
大
学
、

相
模
女
子
短
期
大
学

◎
専
修
学
校
、
専
門
学
校

専
修
、
専
門
学
校
は
高
卒
で
は
得
ら

れ
な
い
様
々
の
資
格
を
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
、
入
学
も
容
易
な
の
で
わ

り
と
簡
単
な
気
持
で
進
学
希
望
す
る

傾
向
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し

そ
の
実
態
は
不
明
瞭
で
中
途
退
学
者

が
多
数
で
た
り
、
学
校
案
内
と
異
な

る
設
備
や
内
容
で
あ
る
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。
実
際
に
専
修
、
専
門
学

校
へ
進
学
す
る
場
合
に
は
事
前
の
調

査
を
入
念
に
行
う
と
と
も
に
目
的
を

も
っ
て
根
気
よ
く
と
り
く
む
心
構
え

が
必
要
で
す
。

〈
合
格
専
修
、
専
門
学
校
〉

　
日
本
大
学
医
学
部
附
属
専
門
看
護

学
校
、
国
立
相
模
原
病
院
附
属
看
護

学
校
、
国
立
西
崎
中
央
病
院
附
属
看

護
学
校
、
順
天
堂
看
護
専
門
学
校
、

神
奈
川
県
立
平
塚
看
護
専
門
学
校
、

国
立
豊
橋
病
院
附
属
看
護
学
校
、
佼

成
看
護
専
門
学
校
、
東
京
都
立
板
橋

看
護
専
門
学
校
、
厚
生
連
中
央
看
護

専
問
学
校
、
国
立
療
養
所
東
京
病
院

附
属
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
、

国
立
犀
潟
療
養
所
附
属
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
学
院
、
信
愛
准
看
護
専
門

学
校
、
東
京
工
学
院
、
東
京
ビ
ジ
ネ

2．民間企業　業種別

業　種／性　別 男 女 計

専　門、事　務 3 15 18
サービス、販　売 12 16 28
製　　　　　　造 7 6 13
計 22

’
3
7 59

ス
カ
レ
ッ
ジ
、
魚
沼
高
等
職
業
訓
練

校
・
中
央
工
学
院
、
読
売
東
京
理
工

専
門
学
校
、
日
本
自
動
車
整
備
専
門

学
校
、
東
京
会
計
専
門
学
校
、
名
古

屋
デ
ジ
タ
ン
衛
生
士
学
院
、
日
本
ビ

ジ
ネ
ス
専
門
学
校
、
代
々
木
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
学
園
、
東
京
デ
ザ
イ
ナ
i

学
院
、
日
本
電
子
専
門
学
校
、
日
本

工
学
院
、
窪
田
理
容
美
容
専
門
学
校

日
本
情
報
処
理
専
門
学
校
、
東
京
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
学
院
、
北

里
大
学
附
属
保
健
衛
生
専
門
学
院
、

上
智
社
会
福
祉
専
門
学
校

㈱
就
職

◎
公
務
員

　
年
々
公
務
員
志
向
が
高
ま
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
5
ペ
ー
ジ
ヘ
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3．就職地域別（公務員も含む）　　　　　　oこと職とまく　◎名国のず変るてま 　
4
ペ
ー
ジ
よ
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
高
卒
者
が
受
験
し

て
い
た
職
種
に
大
卒
者
が
流
れ
て
く

る
位
で
す
の
で
高
卒
で
の
合
格
は
大

変
難
し
い
状
況
で
す
。
公
務
員
を
志

ず
も
の
は
、
大
学
受
験
者
と
同
程
度

の
実
力
と
努
力
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

国
家
公
務
員
二
名
、
地
方
公
務
貝
一

名
、
自
衛
隊
三
名

◎
民
問
企
業

　
今
年
度
の
民
間
就
職
は
例
年
に
な

く
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
採
用
内
定

ま
で
の
受
験
回
数
が
平
均
一
、
四
回

と
振
わ
ず
、
第
一
志
望
の
企
業
に
就

職
で
き
た
も
の
は
全
体
の
七
〇
％
に

と
ど
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
は
、
こ
こ
数
年
の
経
済
不
況
、

O
A
化
に
よ
る
人
員
削
減
、
丙
午
の

翌
年
生
ま
れ
の
高
卒
者
増
な
ど
様
々

の
悪
条
件
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
民
間
企
業
の
う
ち
、
特
に
事
務
職

は
年
々
就
職
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
事
務
職
を
希
望
す
る
も

の
は
職
場
の
O
A
化
や
大
卒
、
短
大

卒
者
と
の
競
争
な
ど
に
よ
る
高
卒
募

集
人
数
の
減
少
と
い
う
厳
し
い
現
実

を
受
け
と
め
、
日
頃
の
学
習
を
怠
ら

ず
、
明
か
る
く
積
極
的
な
性
格
形
成

に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な

お
、
地
元
就
職
に
つ
い
て
は
、
県
内

企
業
（
弱
電
関
係
な
ど
）
の
不
況
や

交
通
手
段
の
不
備
等
が
影
響
し
て
、

今
年
も
不
振
で
し
た
。
松
代
、
上
中

越
地
区
で
五
名
の
就
職
が
き
ま
っ
て

い
ま
す
。

地　域／性　別 男 女 計

県
　
　
　
内

松　代　町 1 O 1
上　越　市 2 O 2
長　　岡　市 O 1 1
柏　崎　市 1 O 1
計 4 1 5

県
　
　
　
　
　
　
外

東　京　都 18 29 47
神奈川県 2 2 4
埼　玉　　県 1 1 2
群　　馬　県 O 1 1
岐　阜　県 O 3 3
静　岡　県 O 1 1
愛　知　　県 1 1 2
計 22 38 60

合　　　　　計 26 39 65

　　　　（頭）

，鳳灘
）　　　　力を抜きます
　　　　　　　　　　O　　　　（腰）

i難　』雌

を見ないで　　＼
一を広く見ます。

のにぎり万）

霧浬
鐘
　
、
・
．

　
　
　
，
国

馨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

編
見
広
に
プ
り
）
側
気
す

ク
）
　
　
　
ッ
ぎ
じ
内

イ
個
練
筋
俘
列
麓
⑩
鯛
ほ
“

バ●
、鯉麹到家膜冒留し倉翻圓魏簑途

繋鳳
　　　　　　圖7じ　　　　　　国’

（足）　　　　　（ひざ）

つま先は前方にま　　内側に向け、燃料タンクがあるもの

っすぐにします。　　は、タンクをかるくしめるようにしま糞

　どこがいいのか、目はどこを見るか＼ひじや

　ひざの力の入れかたは……など＼注意する点

　はたくさんあります。図で示した点をもう一

　度確認して安全運転を心がけましょう。

正
し
い
姿
勢
で
安
全
運
転

　バイクは小回りがきき、どこにでも行ける

などの便利さから＼多くの人に利用されてい

ます。特に50QQ以下のバイクは若者からお年

寄りまで幅広く親しまれ．買い物やちょっと

した外出の時，自転車代わりに使われていま

す。保有台数も毎年／00万台近く増え続け￥

全国で／，400万台（昭和60年）にもなりました。

同時に，事故も多く発生しています。

　そこで気をつけていただきたいのが，いく

ら自転車代わりにバイクを使っても黛交通ル

ールとバイクに乗るときの心がまえを忘れな

い”ということです。

　まずは．乗車するときの姿勢について考え

てみましょう。

　バイクに乗るときは＼ただなんとなくシー

トにすわるだけではいけません。腰の位置は

　
　
　
　
　
多
く
の
新
し
い
カ
ッ
プ

㎜
人
…
ル
が
生
ま
れ
る
春
の
結
婚

㎜
氷
…
ヤ
ズ
ン
。
新
郎
新
婦
の

㎜
下
…
仲
を
と
り
も
つ
人
輝
人
、

　
　
　
　
は
「
な
か
び
と
」
カ
「
な

…
月
…
こ
う
ど
」
に
変
化
し
た
言

　
　
　
　
葉
で
す
．

　
　
　
　
　
　
け
つ
　
か
ひ
ょ
う
じ
ん

　
仲
人
に
は
「
月
下
氷
人
」
と
い
う

古
称
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
中
国

の
縁
結
び
の
神
「
月
下
老
」
と
「
氷

上
人
」
を
、
一
つ
に
結
び
つ
け
た
も

の
で
し
た
．

　
　
　
　
　
　
　
し
ん
　
　
　
れ
い
　
こ
さ
く

　
「
氷
上
人
」
は
晋
の
令
狐
策
と
い

う
人
が
見
た
夢
に
ま
つ
わ
る
故
事
。

氷
の
上
で
氷
下
の
人
と
話
を
し
た
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
く

を
見
た
の
で
す
が
、
占
い
の
名
人
索

た
ん続
は
「
陽
を
意
味
す
る
氷
上
と
、
陰

を
意
味
す
る
氷
下
の
結
び
つ
き
は
、

男
女
の
仲
介
者
に
な
る
予
兆
」
と
判

断
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
　
　
　
い
　
こ

　
ま
た
「
月
下
老
」
は
、
唐
の
章
固

と
い
う
青
年
が
旅
行
中
に
出
会
っ
た

不
思
議
な
老
人
の
こ
と
。
月
の
光
で

書
物
を
読
ん
で
い
た
そ
の
老
人
が
持

っ
て
い
た
袋
に
は
、
結
婚
す
る
男
女

の
足
を
つ
な
ぐ
赤
い
縄
が
入
っ
て
い

て
、
章
固
に
将
来
妻
と
な
る
は
ず
の

女
性
の
名
前
を
教
え
て
く
れ
た
の
で

す
。　
結
婚
す
る
二
人
は
も
と
も
と
赤
い

糸
で
結
ば
れ
て
い
た
の
だ
と
い
う
俗

信
は
、
こ
の
話
か
ら
き
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
．
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今
回
の
総
合
計
画

改
訂
に
あ
た
り
、
昨

年
七
月
松
代
町
の
全

世
帯
一
、
六
七
九
世

帯
と
松
代
高
校
生
、

（
三
年
生
）
全
員
一

一
一
名
の
方
に
総
合

計
画
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
　
（
回
収
率

”
七
五
、
六
％
）

　
な
お
、
昨
年
五
月

三
日
の
成
人
式
の
会

場
で
、
町
の
将
来
や
、

結
婚
観
に
つ
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い

し
、
　
（
回
収
率
旺
八

六
、
八
％
）
今
回
の

改
訂
の
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
策
定
し
た
総
合
計

画
を
要
約
し
ま
す
と
、

次
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。
①
現
計
画
を
更
に
継

承
す
る
こ
と
。

②
ふ
る
さ
と
回
帰
志

向
を
と
ら
え
た
こ
と
。

③
産
業
基
礎
を
確
立

す
る
こ
と
、
特
に
雇

用
の
場
の
確
保
の
対

策
に
つ
い
て
。

④
北
越
北
線
の
受
け
入
れ
体
制
を
図

る
こ
と
◎

⑤
新
し
い
観
光
の
振
興
を
図
る
こ
と
。

⑥
地
域
開
発
を
す
す
め
る
こ
と
。

⑦
教
育
の
充
実
と
文
化
の
町
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
。

⑧
学
生
の
訪
れ
る
町
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
。

⑨
心
の
や
す
ら
ぎ
や
、
う
る
お
い
を

求
め
る
施
策
を
進
め
る
こ
と
。

　
松
代
町
は
、
昭
和
四
五
年
度
に
総

合
計
画
を
策
定
し
、
行
政
の
基
本
的

方
策
を
樹
立
し
て
以
来
、
昭
和
五
〇

年
度
に
第
二
次
、
昭
和
五
五
年
度
に

第
三
次
の
改
定
を
行
い
、
計
画
に
基

づ
い
て
総
合
的
か
つ
重
点
的
に
施
策

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
昭
和
七
〇
年
代
に
向
け
て
『

明
日
を
拓
く
自
然
と
人
の
ふ
れ
あ
い

の
町
』
を
目
標
に
、
現
総
合
計
画
を

更
に
拡
大
し
て
第
四
次
を
策
定
し
ま

し
た
。

　
松
代
町
を
と
り
ま
く
情
勢
は
目
ざ

ま
し
く
開
発
整
備
が
な
さ
れ
、
昭
和

六
〇
年
三
月
に
は
上
越
新
幹
線
の
上

野
駅
乗
り
入
れ
、
同
年
一
〇
月
に
は

関
越
自
動
車
道
の
全
面
開
通
が
実
現

さ
れ
た
。
交
通
基
盤
の
確
立
に
よ
り

真
に
日
本
海
時
代
が
到
来
し
つ
つ
あ

る
。　
こ
の
よ
う
な
松
代
町
の
現
状
を
踏

え
て
第
四
次
総
合
計
画
は
“
躍
進
す

る
松
代
町
を
建
設
す
る
た
め
”
新
た

な
視
点
に
立
っ
て
策
定
に
す
る
。
今
、

町
に
望
ま
れ
て
い
る
諸
条
件
を
考
慮

し
つ
つ
、
過
疎
化
に
終
止
符
を
打
ち
、

明
か
る
く
豊
か
な
町
づ
く
り
を
展
開

し
、
学
卒
後
い
っ
た
ん
大
都
会
へ
進

ん
だ
若
い
労
働
力
が
過
密
都
市
か
ら

脱
出
し
、
生
ま
れ
故
郷
に
戻
ろ
う
と

す
る
『
U
タ
ー
ン
志
向
』
を
捉
え
て
、

後
継
者
の
育
成
と
雇
用
の
確
保
を
図

り
、
三
世
代
が
定
住
で
き
る
農
村
文

化
社
会
の
実
現
を
図
る
も
の
と
す
る
。

　
こ
の
た
め
諸
施
策
の
基
本
的
方
向

を
明
ら
か
に
し
、
こ
こ
に
現
総
合
計

画
の
基
本
精
神
と
策
定
以
来
現
在
に

至
る
ま
で
の
成
果
を
継
承
し
な
が
ら
、

将
来
の
展
望
に
立
っ
て
第
四
次
計
画

を
策
定
す
る
も
の
と
す
る
。

（
総
合
計
画
の
改
訂
の
趣
旨
よ
り
）

　
今
回
か
ら
、
シ
リ
ー
ズ
で
総
合
計

画
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　
基
本
構
想

一
、
松
代
町
の
未
来
像
に
向
か
つ
て

　
松
代
町
は
豪
雪
、
急
傾
斜
地
、
交

通
不
便
な
ど
の
劣
悪
な
自
然
条
件
に

合
わ
せ
、
高
度
経
済
成
長
に
よ
り
農

業
が
他
の
産
業
と
比
較
し
、
所
得
水

準
に
大
き
な
較
差
を
生
じ
て
き
た
た

め
後
継
者
が
な
く
な
り
、
数
少
な
い

後
継
者
に
も
嫁
不
足
が
深
刻
と
な
り
、

い
き
お
い
生
活
の
基
盤
を
都
会
に
求

め
る
傾
向
が
強
ま
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
長
期
的
低
成
長
時

　
　
　
　
　
　
　
　
7
ペ
ー
ジ
ヘ
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6
ぺ
ー
ジ
よ
り

代
に
突
入
す
る
と
と
も
に
、
全
国
的

ふ
る
さ
と
回
帰
ム
ー
ド
が
強
ま
り
、

社
会
は
地
方
の
時
代
へ
と
向
か
い
つ

つ
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
状
勢
を
踏
ま
え
、

農
業
を
中
心
に
据
え
そ
の
基
盤
を
図

る
と
と
も
に
、
意
欲
あ
る
後
継
者
へ

農
地
の
集
約
化
と
生
産
組
織
の
拡
充

を
進
め
る
一
方
、
農
外
所
得
の
拡
大

策
と
し
て
積
極
的
に
企
業
の
誘
致
を

図
り
、
生
活
の
基
盤
の
安
定
を
求
め

る
。　
ま
た
首
都
圏
か
ら
二
時
間
圏
域
に

入
る
日
も
間
近
と
な
り
、
早
稲
田
大

学
の
施
設
誘
致
や
観
光
面
に
お
い
て

の
一
条
件
が
整
う
こ
と
に
な
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
響

纐
嚢

か
ら
観
光
資
源
の
発
掘
、
整
備
に
取

り
組
む
も
の
で
あ
る
。

　
過
去
い
く
度
か
の
試
練
を
の
り
こ

え
て
き
た
英
知
、
忍
耐
、
協
調
性
を

も
っ
て
町
民
と
と
も
に
住
み
よ
い
松

代
町
に
向
か
っ
て
、
若
者
た
ち
が
定

住
し
こ
こ
に
根
を
張
る
よ
う
な
計
画

と
施
策
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
一
方
、

国
県
に
対
し
て
も
更
に
強
力
な
振
興

策
を
要
望
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

二
、
ま
ち
の
柱
に
、
実
り
あ
る
産
業

　
ま
ず
、
人
口
の
減
少
を
く
い
止
め

る
こ
と
が
急
務
で
あ
り
、
人
口
構
成

の
ひ
ょ
う
た
ん
型
の
く
び
れ
部
分
、

極
端
に
少
な
い
青
年
層
の
増
加
を
図

る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。
そ
こ
で
若

者
が
定
着
、
U
タ
ー
ン
で
き
る
魅
力

あ
る
農
業
と
企
業
の
進
出
が
図
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
と
り
わ
け
農
業
に
つ
い
て
は
長
年

の
生
産
調
整
と
基
盤
整
備
の
お
く
れ

か
ら
低
迷
の
時
代
が
続
い
て
い
る
。

国
際
的
な
食
糧
危
機
と
い
う
不
安
が

高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
か
つ
食
糧
の
大

部
分
を
輸
入
に
よ
っ
て
い
る
現
状
と

生
命
光
学
の
進
歩
に
よ
る
農
作
物
栽

培
の
技
術
革
新
等
を
考
え
る
と
き
、

こ
れ
か
ら
、
脚
光
浴
び
る
分
野
と
な

ろ
う
。

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
数
年
来
続
け

て
き
た
大
規
模
圃
場
整
備
が
ほ
ぼ
成

熟
段
階
と
な
り
、
残
っ
た
中
小
団
地

の
整
備
を
図
る
こ
と
と
な
る
。

　
団
地
の
集
約
化
と
と
も
に
、
生
産

コ
ス
ト
の
低
減
の
た
め
生
産
組
織
の

拡
充
を
図
っ
て
き
た
が
、
更
に
一
層

の
組
織
育
成
に
力
点
を
置
く
。

　
こ
れ
か
ら
の
農
業
の
形
態
と
し
て

は
”
米
＋
α
”
の
形
が
考
え
ら
れ
、

専
業
に
お
い
て
は
米
＋
和
牛
、
最
近

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
米
＋
企

業
勤
務
と
い
う
形
態
が
考
え
ら
れ
る
。

省
力
化
に
よ
る
余
剰
労
働
力
と
U
タ

ー
ン
青
年
が
重
工
業
的
企
業
の
進
出

の
た
め
の
ソ
フ
ト
面
の
受
け
皿
と
な

る
。　
幸
い
企
業
の
進
出
の
た
め
の
立
地

条
件
の
一
つ
で
あ
る
輸
送
コ
ス
ト
、

本
社
な
り
親
会
社
と
の
時
間
的
な
距

離
の
短
縮
と
い
う
面
に
お
い
て
は
解

　
　
義
』
r

騨
鍵
齢

決
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
ハ
ー
ド

面
の
受
け
皿
と
し
て
企
業
が
進
出
し

や
す
い
場
づ
く
り
と
い
う
行
き
届
い

た
工
場
団
地
の
造
成
に
努
め
る
。

”
所
得
の
得
ら
れ
る
腰
の
強
い
企
業
”

を
誘
致
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
内
工

業
、
内
職
等
の
発
生
も
あ
り
所
得
拡

大
の
一
助
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

町
内
に
古
く
か
ら
操
業
し
て
い
る
経

済
変
動
に
強
い
地
場
産
業
の
育
成
を

図
っ
て
い
く
。

　
さ
ら
に
付
加
価
値
の
高
い
特
産
品

の
開
発
を
推
進
し
、
第
三
セ
ク
タ
ー

方
式
の
特
色
あ
る
地
場
産
業
を
す
す

め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
次
号
へ
）
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松
代
に
空
手
教
室
が
開
設
さ
れ
て

か
ら
早
く
も
4
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

　
開
設
当
初
は
数
名
し
か
集
ま
ら
ず

誰
も
練
習
に
こ
な
い
時
も
あ
り
一
抹

の
不
安
に
か
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
関
係
者
の
暖
か
い
ご
支
援

の
お
か
げ
で
今
年
は
二
五
名
に
も
増

え
、
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　
少
年
部
の
練
習
は
週
二
回
、
夜
六

時
半
か
ら
八
時
半
ま
で
の
二
時
間
で

す
。
よ
ほ
ど
空
手
に
興
味
が
あ
る
の

か
休
む
子
は
あ
ま
り
い
ま
せ
ん
。

　
練
習
は
か
な
り
厳
し
く
や
ら
せ
、

時
に
は
愛
の
ム
チ
が
と
ぶ
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
厳
し
さ
が
ま
た
い

い
の
か
面
白
く
て
し
ょ
う
が
な
い
よ

う
で
す
。
願
わ
く
ば
、
今
の
う
ち
に

空
手
の
楽
し
さ
、
面
白
さ
を
し
っ
か

り
心
に
刻
み
つ
け
、
や
め
ず
に
ず
っ

と
続
け
て
い
き
、
国
体
く
ら
い
出
場

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
し
、
ま
た

そ
う
さ
せ
た
い
。
国
体
で
の
あ
の
感

動
を
味
わ
せ
て
や
り
た
い
と
も
思
い

ま
す
。
練
習
は
「
お
ね
が
い
し
ま
す
」

の
元
気
な
挨
拶
で
始
ま
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
基
本
体
力
づ
く
り
、
ゲ
ー

ム
要
素
を
と
り
入
れ
遊
び
な
が
ら
の

体
力
づ
く
り
で
す
が
、
人
気
が
あ
る

の
は
ジ
ャ
ン
ケ
ン
し
て
負
け
た
方
が

お
ぶ
っ
て
往
復
す
る
ゲ
ー
ム
？
で
す
。

　
適
度
に
暖
ま
っ
た
ら
次
は
つ
ら
い

基
本
練
習
、
同
じ
技
を
何
回
も
く
り

返
す
反
復
練
習
で
す
。
突
き
、
打
ち

け
り
、
と
一
技
二
〇
〇
回
、
し
か
も

思
い
っ
き
り
や
ら
せ
ま
す
の
で
そ
の

運
動
量
は
相
当
な
も
の
で
す
。
　
一
寸

苦
痛
の
よ
う
で
す
が
、
こ
の
基
本
練

習
な
く
し
て
上
達
す
る
道
は
あ
り
ま

せ
ん
。
「
元
気
出
せ
、
も
っ
と
気
合
い

を
入
れ
ろ
」
と
励
ま
し
な
が
ら
続
け

さ
せ
る
の
で
す
が
「
鬼
の
よ
う
な
先

生
」
と
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。　
玉
の
汗
が
流
れ
る
頃
に
な
る
と
気

合
い
も
鋭
く
、
目
つ
き
も
変
り
別
人

の
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
っ
赤

に
火
照
ら
せ
必
死
に
な
っ
て
頑
張
っ

て
い
る
姿
は
と
て
も
た
く
ま
し
く
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え
、
こ
の
子
た
ち
に
と
っ
て
非
行
な

ど
全
く
関
係
な
く
真
っ
す
ぐ
に
育
っ

て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
次
は
型
練
習
、
お
ど
り
に
な
ら
な

い
よ
う
意
識
を
集
中
さ
せ
、
気
追
を

こ
め
さ
せ
型
が
極
ま
る
ま
で
何
回
で

も
や
ら
せ
ま
す
。

　
こ
の
型
は
小
学
一
年
生
の
子
に
は

一
寸
難
し
い
よ
う
で
す
。
「
左
足
前
に

出
し
て
」
と
い
う
と
右
足
を
出
す
と

い
っ
た
具
合
い
で
す
か
ら
教
え
る
に

も
根
気
が
い
り
ま
す
。

「
空
手
に
先
手
な
し
」
の
空
手
道
精

神
も
こ
の
型
練
習
で
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
が
今
は
無
理
、
練
習

を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て

「
先
手
な
し
は
ま
た
後
手
も
な
し
」

の
自
他
防
衛
、
人
間
尊
重
の
平
和
精

神
、
と
い
っ
た
深
い
意
味
を
い
つ
か

理
解
し
、
　
「
正
義
な
き
力
」
と
な
ら

ぬ
よ
う
心
と
技
を
磨
き
、
人
を
思
い

や
る
や
さ
し
さ
を
も
っ
た
真
の
強
者

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
次
は
約
束
組
手
、
型
の
中
の
技
を

互
い
に
確
認
し
合
い
、
意
識
化
か
ら

無
意
識
化
の
反
射
的
運
動
を
目
ざ
す

も
の
で
す
。
好
寄
心
が
刺
激
さ
れ
て

か
一
番
喜
ぶ
の
も
こ
の
練
習
で
す
が

や
や
も
す
る
と
ふ
ざ
け
る
子
も
、
そ

ん
な
時
、
五
、
六
級
の
子
た
ち
が
叱

っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
先
輩
と

し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
く
れ
た
よ
う

で
喜
ん
で
い
ま
す
。
練
習
中
は
互
い

の
「
お
ね
が
い
し
ま
す
」
　
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
の
礼
を
徹
底

さ
せ
ま
す
。
日
常
で
も
こ
の
こ
と
を

習
慣
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
の
自
由
組
手
は
黙
っ
て
い
て

も
み
な
真
剣
に
な
り
ま
す
。
勝
負
が

始
ま
れ
ば
誰
も
力
を
貸
し
て
く
れ
ま

せ
ん
。
勇
気
を
出
し
て
向
っ
て
い
く

し
か
な
い
の
で
す
。
艦
勝
負
は
ま
ず
自

分
に
勝
つ
こ
と
、
そ
し
て
”
勝
つ
”

は
ガ
マ
ン
す
る
、
努
力
す
る
、
や
り

貫
く
こ
と
で
す
。

　
厳
し
い
空
手
道
を
通
じ
、
自
分
に

負
け
な
い
強
い
意
志
と
勇
気
を
養
い

心
身
と
も
に
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
夜
八
時
半
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
爆
発

さ
せ
た
こ
こ
ち
よ
さ
で
満
足
そ
う
に

帰
っ
て
い
き
ま
す
。

　
み
ん
な
黒
帯
め
ざ
し
ガ
ン
バ
レ
〃
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峠・牧田幸雄宅で“ワラジ“つくりをする人達

　
牧
田
幸
雄
さ
ん
宅
（
峠
・
屋
号
杉

原
）
に
集
ま
っ
て
“
ワ
ラ
ジ
”
造
り

を
し
て
い
る
み
な
さ
ん
を
紹
介
し
ま

す
。　
牧
田
さ
ん
宅
に
は
四
人
ほ
ど
の
人

が
車
座
に
な
っ
て
作
業
を
し
て
い
た
。

　
ワ
ラ
ジ
造
り
を
始
め
た
の
は
何
時

頃
で
す
か
。

　
『
ノ
メ
シ
』
と
い
う
道
具
（
ワ
ラ

ジ
を
造
る
道
具
）
に
記
入
さ
れ
て
い

る
の
を
確
認
し
な
が
ら
、
五
十
六
年

で
す
と
柱
口
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
い

っ
た
。

　
毎
年
一
一
月
の
上
旬
に
な
る
と
、

藁
す
ぐ
り
な
ど
の
準
備
が
始
ま
り
、

中
旬
か
ら
、
四
月
下
旬
ま
で
作
業
は

つ
づ
く
。
二
、
五
〇
〇
足
ほ
ど
の
“
ワ

ラ
ジ
”
が
で
き
あ
が
る
。

　
三
条
ワ
ラ
ジ
の
仲
間
は
、
峠
部
落

を
始
め
、
竹
所
、
濁
、
木
和
田
原
、

旧
奴
奈
川
地
区
で
一
二
名
の
人
達
が

製
造
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　
二
八
㎝
も
あ
る
大
き
い
。
ワ
ラ
ジ
”

は
川
釣
り
、
磯
釣
り
、
登
山
な
ど
ク

ツ
の
下
に
は
い
て
、
す
べ
り
止
め
の

役
目
を
す
る
も
の
で
あ
る
。
普
通
の

ワ
ラ
ジ
と
違
う
と
こ
ろ
は
、
大
き
い

こ
と
、
始
め
と
中
ほ
ど
と
、
終
わ
り

に
布
を
入
れ
て
造
る
こ
と
で
あ
る
。

　
一
年
生
で
、
日
に
三
・
三
足
、
普

通
の
人
で
五
～
六
足
出
来
る
で
し
よ

う
と
牧
田
大
松
さ
ん
は
話
さ
れ
る
。

　
朝
九
時
過
ぎ
に
杉
原
に
集
ま
り
、

夕
方
四
時
頃
ま
で
作
業
は
つ
づ
く
…
。

睡”雛灘　撚難　覇　聾灘鮒

　　　　　28cmの大きなワラジ

　
材
料
の
藁
は
最
近
コ
ン
バ
イ
ン
な

ど
の
普
及
で
確
保
が
難
し
く
、
手
刈

や
自
然
乾
燥
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
大
変
だ
と
矢
沢
ス
ジ
さ
ん
は

い
う
。
各
自
、
一
〇
束
の
藁
を
用
意

す
る
。
家
族
み
ん
な
の
協
力
が
必
要

で
あ
る
。
　
一
足
に
一
・
六
把
の
藁
が

使
用
さ
れ
る
。
ク
ツ
の
下
に
は
く
と

い
う
こ
と
で
、
ヒ
モ
（
縄
）
が
八
m

も
必
要
で
あ
る
．

　
相
撲
の
時
期
は
、
相
撲
を
見
、
昔

話
を
し
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
浪
花
節
、

俳
句
の
会
に
な
る
と
き
も
あ
る
。

　
集
ま
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
と
ス

ト
レ
ス
解
消
に
も
な
り
、
家
庭
が
円

満
で
す
と
皆
さ
ん
は
話
す
。

　
三
〇
分
ほ
ど
仕
事
場
で
話
を
聞
か

せ
て
も
ら
っ
た
後
、
お
茶
の
時
間
と

な
っ
た
。
先
ほ
ど
の
話
に
一
段
と
花

が
咲
い
た
．

　
牧
田
さ
ん
宅
を
出
る
と
、
春
の
使

者
つ
ば
め
が
飛
ん
で
い
た
。
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勢
毒
頒
趣
携
廻
×
菌
淋
・
潟
鴇
卵
も

醸難

灘雛

嚢濠麟

越
繋
瀦
購

鯖繋

裾難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
僕
は
、
　
「
北
越
北
線
」
と
い
う
言

葉
は
、
小
学
校
の
こ
ろ
か
ら
知
っ
て

い
ま
し
た
。
松
代
に
鉄
道
が
走
る
と

い
う
こ
と
も
、
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
何
年
か
前
に
、

工
事
が
中
止
に
な
っ
た
と
聞
い
て
、

が
っ
か
り
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
は
ま
だ
北
越
北
線
が
、

ど
こ
を
通
る
の
か
、
ど
ん
な
役
目
を

果
た
す
の
か
、
考
え
た
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
中
止
と
聞
い
て
が

っ
か
り
し
た
の
も
、
周
囲
の
人
達
の

話
を
耳
に
し
て
、
何
と
な
く
と
い
う

感
じ
で
し
た
。
そ
し
て
い
つ
の
間
に

か
北
越
北
線
の
こ
と
も
忘
れ
か
け
て

い
た
昨
年
、
工
事
が
再
開
さ
れ
た
と

聞
き
、
僕
は
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
新
聞
な
ど
に
も

取
り
上
げ
ら
れ
、
周
囲
の
人
達
の
話

題
に
も
な
る
よ
う
に
な
っ
て
、
松
代

に
お
け
る
北
越
北
線
の
重
要
さ
が
理

解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

ず
、
輸
送
経
路
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
、
松
代
に
工
場
が
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
で
す
。
現
在
、
僕
の

父
は
出
稼
ぎ
に
出
て
い
る
が
、
松
代

に
働
く
場
所
が
で
き
れ
ば
、
一
年
中

家
に
居
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

僕
た
ち
家
族
に
は
と
て
も
嬉
し
い
こ

と
で
す
．

　
も
う
一
つ
は
、
交
通
の
便
が
良
く

な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
、
太
平

と
田
沢
間
で
、
大
き
な
地
す
べ
り
が

発
生
し
て
、
交
通
止
め
に
な
っ
て
い

ま
す
。
も
っ
と
早
く
、
北
越
北
線

が
、
完
成
し
て
い
た
と
し
た
ら
、
そ

の
場
所
が
不
通
に
な
っ
た
と
し
て

も
、
そ
ん
な
に
大
き
な
被
害
は
な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
北
越

北
線
が
、
で
き
る
と
、
十
日
町
、
上

越
な
ど
の
市
に
近
く
な
り
、
通
勤
が

可
能
に
な
り
ま
す
。
今
は
冬
場
も
交

通
の
便
が
良
く
な
り
、
昔
ほ
ど
で
は

な
い
に
し
て
も
、
か
な
り
期
間
、
松

代
に
と
じ
込
っ
た
生
活
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
北
越
北
線

だ
っ
た
ら
、
乗
り
変
え
も
少
い
し
、

今
よ
り
ず
っ
と
楽
に
、
速
く
動
く
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
い
つ
で

も
、
ど
こ
へ
で
も
動
け
る
と
い
う
こ

と
は
、
住
ん
で
い
る
人
の
気
持
を
明

る
く
す
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
松
代
町
の
過
疎
化
を
と
め

る
役
目
を
果
た
す
の
で
は
な
い
か
と

い
う
期
待
も
持
て
ま
す
。
松
代
高
校

の
卒
業
生
の
う
ち
就
職
希
望
も
多
い

と
思
う
が
、
そ
の
人
達
の
ほ
と
ん
ど

は
東
京
、
大
阪
な
ど
の
大
都
市
に
働

き
に
行
く
と
聞
い
て
い
ま
す
。

松
代
に
工
場
が
増
え
れ
ば
、
そ
こ
で

働
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ

し
、
高
校
卒
業
生
が
松
代
に
残
れ
ば

町
が
活
気
づ
く
と
思
い
ま
す
。

　
僕
の
考
え
た
こ
と
は
、
こ
の
三
つ

だ
け
だ
け
れ
ど
、
「
北
越
北
線
」
が
、

完
成
す
れ
ば
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の

恩
恵
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
僕
た
ち
の
生
活
の
な
か
で
重
要

な
、
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
ま
ち
が

い
な
こ
と
で
す
。

　
一
日
も
早
く
完
成
を
待
っ
て
い
ま

す
。

　
第
二
田
沢
ト
ン
ネ
ル
西
工
区
（
延

長
一
、
九
二
〇
m
）
の
約
一
、
○
○

O
m
が
三
月
三
一
日
発
注
さ
れ
た
。

　
工
事
費
八
億
二
千
五
百
万
円
で
、

小
荒
戸
側
（
渋
海
川
高
架
橋
）
よ
り

清
水
建
設
株
式
会
社
に
よ
っ
て
掘
削

が
始
ま
る
。
　
（
工
期
は
六
二
年
九
月

三
〇
日
）

第二田沢卜》イネル発注される！

　
難
工
事
の
鍋
立
山
ト
ン
ネ
ル
、
残

り
六
四
五
m
の
う
ち
五
〇
m
の
掘
削

と
な
っ
て
い
る
（
四
月
一
七
日
現
在

一
日
、
一
・
五
m
の
ぺ
ー
ス
）

　
工
事
発
注
の
増
の
た
め
五
～
六
月

に
は
、
三
～
四
名
の
職
員
の
増
員
が

さ
れ
る
。

　　　　議　　撫！

渋海川高架橋（小荒戸）より田沢第二トンネルをのぞむ
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翻
幽
講
睡
鰯
誕
課
翻
亜
騨
鰯
亜

圏
脳
薩
麗
欝
翻
灘
幽
騨
罷
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嗣
嗣
蜀
函
壷
財
函

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
四
月
か
ら
残
雪
の
上
を
這
う
虫
を

追
っ
て
動
物
班
の
担
当
の
先
生
が
来

町
し
て
い
ま
す
。

　
雪
の
割
れ
目
の
植
物
を
探
す
先
生

方
も
同
じ
で
す
。
こ
れ
ら
の
分
野
の

先
生
方
は
そ
れ
ぞ
れ
、
こ
れ
か
ら
松

代
の
四
季
を
追
っ
て
訪
れ
て
参
り
ま

す
。　
い
ず
れ
自
然
篇
の
先
生
方
の
調
査

状
況
も
お
知
ら
せ
で
き
る
と
思
い
ま

す
。　
さ
て
、
松
苧
神
社
の
七
ツ
ま
い
り

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
、
文
化
財
担
当
の
関
谷
友

一
郎
（
松
代
の
家
持
屋
）
さ
ん
に
お

願
い
し
て
、
松
苧
神
社
々
殿
に
か
か

　
　
　
　
　
　
　
ほ
う
の
う
　
　

ほ
っ
く
い
つ

げ
ら
れ
て
い
る
。
奉
納
四
季
発
句
一

醍
喉
の
献
額
に
つ
い
て
、
原
稿
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

　
お
読
み
に
な
っ
て
関
心
を
お
持
ち

の
方
は
祭
日
に
は
、
再
度
松
苧
山
へ

お
登
り
ね
が
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
町
史
編
纂
室
　
関
谷
哲
郎

　
松
苧
神
社
の
献
額

　
　
「
四
季
発
句
百
吟
」
に
よ
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
関
谷
友
一
郎

　
　
　
　
　
　
つ
の

　
〈
三
日
月
の
角
に
か
か
る
や
岡
の

鹿
〉
　
こ
れ
は
松
苧
神
社
に
奉
納
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
き

れ
た
「
四
季
発
句
百
吟
」
献
額
の
壁

と
う
　
　
か
ざ

頭
を
飾
る
句
で
、
作
者
は
『
北
越
雪

　
　
　
　
　
　
す
ず
き
ぽ
く
し

譜
』
で
有
名
な
鈴
木
牧
之
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
え
ん
　
ぐ

　
昔
は
、
家
と
家
の
縁
組
み
が
な
ら

わ
し
で
、
各
地
の
知
識
人
や
実
力
者

間
の
縁
組
み
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
こ
に
強
力
な
人
脈
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ん
み
ゃ
く

形
成
さ
れ
る
と
同
時
に
、
こ
の
人
脈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ょ
う
じ
ん

が
そ
の
ま
ま
情
報
収
集
の
強
靱
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
は
い
か
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
し

　
俳
譜
に
長
じ
、
各
地
の
地
誌
に
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
つ
え
ん
　
　
　
ち
え
ん

わ
し
い
牧
之
も
ま
た
、
血
縁
・
地
縁
、

人
と
の
出
合
い
・
コ
ネ
等
に
異
常
な

関
心
を
寄
せ
る
一
人
で
し
た
。
そ
の

牧
之
の
三
人
目
の
妻
は
岡
野
町
の
村

　
　
　
て
い
か
ん
え
ん

山
家
（
貞
観
園
）
の
生
れ
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

彼
の
妹
た
か
女
は
浦
田
口
の
村
山
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ぢ
み

に
嫁
し
て
い
た
こ
と
や
、
家
業
の
縮

買
付
け
な
ど
で
当
地
と
は
浅
か
ら
ぬ

縁
が
あ
り
、
ま
た
、
松
苧
神
社
献
額

　
　
　
じ
せ
ん

の
願
主
二
川
と
は
親
交
が
あ
っ
た
模

　
　
　
ぽ
う
と
う

様
で
、
冒
頭
の
句
以
外
に
三
句
が
献

額
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
せ
い

　
さ
て
、
こ
の
献
額
は
、
寛
政
十
年

（
一
七
九
八
）
松
苧
神
社
に
六
五
名

の
人
の
句
百
吟
が
、
三
千
五
百
七
十

句
の
中
か
ら
選
ば
れ
て
奉
納
さ
れ
た

も
の
で
、
以
来
約
二
〇
〇
年
松
苧
社

　
　
か
ざ

頭
を
飾
っ
て
来
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
し
ょ
う

　
こ
の
百
句
を
選
び
出
し
た
宗
匠
は
、

　
　
　
　
　
　
そ
　
め
い

高
田
の
関
浜
斎
祖
明
と
い
う
人
で
あ

り
、
献
額
の
願
主
は
さ
き
に
触
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
じ
　
せ
ん

よ
う
に
仙
田
村
の
二
川
宗
匠
。
そ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
け
や
さ
づ
く
り

て
、
そ
の
父
山
川
が
樫
造
の
額
に
染

筆
し
奉
納
し
ま
し
た
が
、
当
時
は
現

在
と
違
い
交
通
・
通
信
事
情
の
悪
い

中
に
あ
っ
て
、
越
後
各
地
か
ら
三
千

数
百
の
集
句
を
行
い
、
か
つ
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
　
く

句
を
整
理
し
選
者
に
選
句
願
う
に
は
、

少
な
く
も
一
回
以
上
の
写
し
替
え
が

あ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
事
務
機
器
も

な
い
時
代
で
は
、
す
べ
て
筆
墨
に
よ

ら
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
労
苦
は
想
像

を
絶
す
る
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、

財
力
・
能
力
・
人
望
・
統
率
力
と
も

に
優
れ
た
人
で
な
い
と
で
き
な
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す

と
が
う
な
ず
け
ま
す
。
こ
の
点
、
増

だ

田
山
川
・
二
川
父
子
は
、
一
般
か
ら

”
室
島
の
旦
那
様
”
と
呼
ば
れ
、
こ

れ
ら
を
全
部
兼
ね
備
え
て
い
た
よ
う

で
、
こ
の
献
額
の
前
、
天
明
七
年

（
一
七
八
七
）
地
元
室
島
の
諏
訪
神

社
に
句
額
を
奉
納
し
た
こ
と
が
あ
る

ベ
テ
ラ
ン
で
す
。
こ
の
よ
う
な
指
導

者
を
仰
ぐ
仙
田
地
区
は
、
同
じ
妻
有

の
中
条
地
区
同
様
、
俳
譜
文
芸
が
と

て
も
盛
ん
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
『
越
佐
文
学
散
歩
』
に
よ
る
と
、

江
戸
の
俳
譜
文
学
が
十
日
町
地
区
に

浸
透
し
た
の
は
天
明
の
頃
と
あ
り
ま

す
が
、
実
は
そ
れ
以
前
の
明
和
年
代

に
、
千
手
の
吟
貞
ら
が
行
っ
た
募
句

に
、
す
で
に
三
千
五
百
余
句
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
事
実
が
あ
り
、
妻
有
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
い

上
田
地
域
に
は
か
な
り
以
前
か
ら
俳

か
い譜
文
学
が
浸
透
し
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
、
そ
の
影
響
は
目
と
鼻
の
間
に

あ
る
松
之
山
郷
に
波
及
し
な
い
筈
は

あ
り
ま
せ
ん
。
事
実
、
松
苧
神
社
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
せ
ん

献
額
の
中
に
、
松
代
の
葉
仙
と
い
う

人
の
〈
手
の
筋
を
前
よ
り
見
せ
る
火

鉢
か
な
〉
の
句
が
見
え
ま
す
が
、
こ

の
人
が
松
代
の
誰
で
あ
る
か
は
残
念

な
が
ら
さ
だ
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ち
な
み
に
、
選
出
さ
れ
た
百
句
の

約
半
数
は
妻
有
地
区
で
あ
り
、
約
三

〇
％
が
魚
沼
地
区
、
あ
と
二
〇
％
は

新
潟
・
弥
彦
・
長
岡
・
出
雲
崎
・
柏

崎
・
小
千
谷
等
の
人
の
句
で
し
た
。

　
文
化
は
水
に
深
く
関
係
す
る
、
と

言
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ま
り

　
信
濃
川
水
系
に
花
開
く
妻
有
文
化
、

魚
野
川
水
系
の
上
田
文
化
、
保
倉
川
、

関
川
水
系
に
育
っ
た
春
日
山
文
化
、

さ
ら
に
、
直
江
津
・
柏
崎
・
出
雲
崎

　
　
　
　
　
　
つ
し
ま
だ
ん
り
ゅ
う

等
に
根
づ
い
た
対
馬
暖
流
文
化
等
々

が
、
小
河
川
と
は
言
え
渋
海
川
系
の

小
盆
地
で
あ
る
当
地
に
、
何
等
か
の

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
わ
け
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
ら
文
化
の
う
ち
、
あ
る

も
の
は
す
で
に
影
も
形
も
残
さ
ず
消

え
去
り
、
あ
る
も
の
は
吹
き
だ
ま
り

の
よ
う
に
こ
の
地
に
残
り
、
独
自
の

文
化
を
形
成
し
て
い
る
や
も
知
れ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う
　
ち

せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
放
置
す

れ
ば
歴
史
的
過
渡
期
の
嵐
に
、
そ
れ

こ
そ
根
こ
そ
ぎ
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
か

き
消
さ
れ
る
で
し
よ
う
。

　
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
俳
譜
文
学
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
か
ぐ
　
ら
　
　
　
て
ん
じ
ん
ば
や

上
田
歌
舞
伎
・
岩
戸
神
楽
・
天
神
難

こ

子
。
ま
た
、
一
説
に
よ
る
と
「
八
社

五
社
」
の
流
れ
を
汲
む
当
地
盆
踊
り

の
「
シ
ョ
ン
ガ
イ
ナ
」
の
ル
ー
ツ
が

　
し
ん
ぎ
こ
だ
い
じ
　
　
　
　
　
　
く
ど
き

「
新
保
広
大
寺
」
と
「
越
後
口
説
」

が
係
わ
っ
て
生
れ
た
も
の
と
も
言
わ

れ
る
な
ど
、
こ
れ
ら
は
ど
う
や
ら
信

濃
川
・
魚
野
川
文
化
に
負
う
と
こ
ろ

大
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
お

　
風
か
ぜ
を
逐
ふ
て
聲
あ
る
枯
野
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
　
め
い

　
な
　
　
　
　
　
　
　
祖
明

ま
る
一
日
降
る
と
も
あ
ら
で
花
の

雨
　
　
　
　
　
　
　
二
川

　
美
し
う
な
る
ほ
ど
悲
し
夕
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
川

　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
古
文
書
に
弱
く
、
俳
譜
知
識
が
皆

無
の
私
で
す
の
で
、
献
額
の
解
読
は

中
沢
肇
・
関
谷
哲
郎
の
両
先
生
に
、

俳
譜
事
情
や
俳
人
た
ち
の
情
報
に
つ

　
　
　
　
こ
の
か
い

い
て
は
、
斯
界
の
権
威
者
で
あ
り
、

『
小
林
一
茶
と
越
後
の
俳
人
』
の
著

者
松
之
山
町
村
山
定
男
先
生
の
ご
指

導
と
お
力
添
え
を
賜
り
、
、
ま
た
、
『
町

史
こ
ぽ
れ
話
』
　
（
川
西
町
町
史
編
さ

ん
委
刊
）
掲
載
の
須
藤
重
夫
氏
の
論

文
に
啓
発
さ
れ
、
か
つ
引
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
諸
先
生
に
深
謝
申
し
上
げ

ま
す
ゆ
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悲
暇
＆
そ
人
生
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
充
実
時
間

　
　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
と
こ

ろ
で
「
余
暇
」
は
余
つ
た
暇
と
書
き
ま
す
。
は
た
し
て
、
何

か
ら
余
つ
た
暇
な
の
で
し
よ
う
。
高
度
成
長
時
代
、
仕
事

が
第
一
の
価
値
だ
つ
た
こ
ろ
、
余
暇
は
仕
事
を
し
た
あ
と

の
”
余
り
も
の
”
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
最
近
の

余
暇
時
間
の
増
加
に
よ
り
、
余
暇
は
”
余
り
も
の
”
ど
こ

㌦
ろ
か
、
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
よ

う
で
す
。
さ
て
、
一
生
の
う
ち
に
い
つ
た
い
ど
れ
く
ら
い

余
暇
時
間
が
あ
る
と
お
思
い
で
す
か
。
十
五
歳
か
ら
平
均

寿
命
（
男
約
74
歳
、
女
約
8
0
歳
）
ま
で
の
余
暇
時
間
は
、

男
女
平
均
す
る
と
十
八
万
三
千
二
百
五
十
時
間
と
い
わ
れ

　
て
い
ま
す
。

　
　
仕
事
の
”
余
り
も
の
”
か
ら
、
重
要
な
時
間
へ
と
変
化

す
る
余
暇
時
間
　
　
そ
こ
で
、
皆
さ
ん
は
余
暇
を
ど
の
よ

　
う
に
と
ら
え
、
ど
の
よ
う
な
使
い
万
を
し
て
い
る
の
か
を

　
見
て
み
ま
し
よ
う
。

し　　　　　　　　　　　　ノ

、《ll’！態

ピ藩口
　　も　　　　　　　　　　の

畿ヅーぐ1

＼
．
冷
6

抄』“＼

懸
o
でし一

灘
、Ψ磨／’9

　／
　●o

／　、

≡
一
≡
≡
≡
変
化
す
る
余
暇
活
動
≡
≡
一
≡
≡
…
≡
一
一
一
…
…
≡
…
…
一
…
一
…
≡
＝
≡
一
≡
≡
≡
≡
≡

ゴ
ロ
寝
か
ら
活
動
的
な
利
用
へ

デ
ー
タ

日
本
人
の
暮
ら
し
方
に
関
す
る
価

値
観
を
み
る
と
「
趣
味
に
あ
っ
た

暮
ら
し
」
、
「
の
ん
き
に
暮
ら
す
」

と
答
え
た
人
の
合
計
が
五
〇
％
を

超
え
た
。
ま
た
、
「
今
後
の
生
活
の

力
点
を
ど
こ
に
お
く
か
」
と
い
う

質
問
に
対
し
て
「
レ
ジ
ャ
ー
・
余

暇
生
活
」
を
あ
げ
る
人
が
徐
々
に

増
え
て
い
る
。
昭
和
五
十
三
年
に

「
食
生
活
」
を
上
回
り
、
五
十
八

年
に
は
そ
れ
ま
で
一
位
の
座
を
守

り
続
け
て
い
た
「
住
生
活
」
を
も

抜
き
ト
ツ
プ
に
お
ど
り
出
た
。

〈
資
料
・
文
部
省
統
計
数
理
研
究
所

「
日
本
人
の
国
民
性
」
昭
和
五
十
九

年
十
一
月
、
総
理
府
「
国
民
生
活
に
関

す
る
世
論
調
査
」
昭
和
六
十
年
五
月
〉

　
余
暇
は
日
常
生
活
の
中
で
、
一
番

力
を
入
れ
る
分
野
と
な
っ
た
わ
け
で

す
が
、
は
た
し
て
ど
の
よ
う
な
使
わ

れ
方
の
変
化
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　
最
近
の
余
暇
時
間
の
過
ご
し
方
は
、

昭
和
三
十
年
代
に
い
わ
れ
た
”
一
億

総
レ
ジ
ャ
i
時
代
”
と
は
趣
き
が
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
画
一
的
な
余

暇
活
動
か
ら
自
分
の
趣
味
や
趣
向
に

合
っ
た
こ
と
を
す
る
、
個
性
的
な
活

動
を
す
る
人
が
増
え
た
と
い
え
る
で

し
よ
う
。
年
代
別
に
大
勢
を
占
め
て

い
た
余
暇
時
間
の
使
い
方
と
変
化
を

見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
休
息
・
ス
ト
レ
ス
解
消
型

　
　
ゴ
ロ
寝
で
テ
レ
ビ
を
見
る

　
．
休
日
は
、
ゴ
ロ
寝
し
て
テ
レ
ビ

を
見
る
の
が
最
高
”
　
　
こ
の
よ
う

に
考
え
行
動
す
る
の
が
休
息
・
ス
ト

レ
ス
解
消
型
で
す
。

　
仕
事
が
生
活
の
中
心
で
、
余
暇
時

間
に
仕
事
の
疲
れ
を
い
や
し
、
ス
ト

レ
ス
を
解
消
さ
せ
る
の
を
目
的
と
し

て
い
る
タ
イ
プ
で
す
。

　
昭
和
四
十
年
代
に
は
百
人
の
う
ち

七
十
八
人
が
こ
の
よ
う
な
余
暇
時
間

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

五
十
七
年
に
な
る
と
四
十
五
人
へ
と

減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

囲　　生
活
向
上
・
自
己
投
資
型

　
　
　
積
極
的
な
利
用
が
増
え
る

　
余
暇
時
間
を
仕
事
と
完
全
に
切
り

離
し
、
自
由
に
使
お
う
と
す
る
タ
イ

プ
。
使
い
方
は
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
体

操
な
ど
で
健
康
増
進
を
図
っ
た
り
、

日
曜
大
工
、
手
芸
な
ど
で
趣
味
の
幅

を
広
げ
て
い
き
ま
す
。
　
。
○
○
の
た

め
に
使
う
”
と
い
う
よ
う
に
、
余
暇

を
有
効
に
利
用
し
よ
う
と
い
う
意
識

を
持
っ
て
い
ま
す
。
五
十
年
代
前
半

の
代
表
的
な
余
暇
時
間
の
利
用
の
し

か
た
で
、
現
在
も
さ
か
ん
で
す
。

　
　
　
楽
し
み
追
求
型

　
　
　
　
ド

　
　
　
　
充
実
し
た

　
　
　
　
　
　
サ
ー
ビ
ス
を
望
あ

　
五
十
年
代
も
後
半
に
な
る
と
、
健

康
増
進
に
し
て
も
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
。
ハ

ン
ッ
一
枚
で
で
き
る
ジ
ョ
ギ
ン
グ
で

は
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
通
い
、

よ
り
充
実
し
た
余
暇
を
過
ご
す
タ
イ

プ
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
休

日
に
家
族
全
員
で
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

に
行
き
、
家
庭
で
は
味
わ
え
な
い
専

門
店
の
味
を
楽
し
む
と
い
っ
た
タ
イ

プ
も
、
楽
し
み
追
求
型
に
含
ま
れ
ま

す
。　
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
み
、
余
暇
時
間

を
有
効
に
使
う
生
活
向
上
型
・
自
己

投
資
型
や
楽
し
み
追
求
型
は
昭
和
五

十
年
以
降
増
え
は
じ
め
、
昭
和
四
十

五
年
に
「
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
」
と

答
え
た
人
は
百
人
の
う
ち
十
五
人
だ

っ
た
の
に
、
五
十
七
年
に
は
二
・
四

倍
の
三
十
六
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
余
暇
が
生
活
の
中
心
と
な
り
、
使

い
方
も
、
休
息
志
向
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
人
が
個
性
的
、
積
極
的
に
使
い
始

め
て
い
る
の
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。



iIIl”III”III””ll1311111111111”III”IIこうほう・まつだい（4月号）IllIII”III”III”IIII”IIIllII“IllIIlllIIllllIlllIIllIII川IlllIIII”II川IlllIII”III”ll”IIII”IIlll“II”lll”III””III”1”111111111111“lllIIIIlllIIlllIllIIIIIllIII川IlllIIIIIIIllI

一
≡
≡
≡
≡
余
暇
の
状
況
≡
一
≡
≡
≡
一
≡
＝
一
≡
≡
一
≡
一
…
一
一
…
≡
…
≡
一
一
≡
≡
≡
≡
≡
≡
一
一
…
≡
≡
一
≡
＝

　
　
多
い
け
い
こ
こ
と
曜
日
を
問
わ
ず

　
積
極
的
に
余
暇
時
間
を
活
用
し
て

い
る
人
が
増
え
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

実
際
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。

　
曜
日
別
、
行
動
別
に
見
て
み
ま
し

よ
う
。

　
一
番
目
立
つ
の
は
、
曜
日
を
問
わ

ず
「
け
い
こ
ご
と
・
趣
味
」
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
人
々
の
関
心
が
多
様
化
し
て
い

る
の
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
平
日
は
少
な
い
行
楽
や
散

策
が
ま
と
ま
っ
た
余
暇
時
間
の
あ
る

土
曜
、
日
曜
に
多
く
な
る
の
も
坐
然

の
結
果
で
し
ょ
う
。

けい、ここと
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　ー生のうち

　約21年間は自由に使える

へ
聖
睾
り
奪
睾
睾
聖
睾
り
難
り
…
睾
り
象
り
難
り
警
～
り
舞
り
蓮
喚
…
り
韓
〕
蒙
り
難
り
麹
璽
難
り
奪
り
葛
り
嚢
り
韓
璽
華
り
竃
り
馨
り
奪
9
灘
り
韓
り
嚢
り
韓
り
遷
り
韓
り
奪
り
篭
り
嚢
り
義
り
舞
り
ー
’

勲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
￥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勲

ノ凧』陶へ　　　　　　　一
　　整　　「一生のつち21年間、
　　　σ
　　　　　自由に時間を使えます」

　　，解7　といわれたらあなたは

　　、　　どうしますか。

　　　　＿　　「いや、そんなにいら

一瞳貌こ㌧嬬論
轡　 かないのか？」と思い
　　　　　ますか。

　　5　月
◎臼火，にホ金ま，

　　　　62◎

4◎6　　0
繕Ol2蜜
　　奄，．

紀

斜
o

ず
箸
’
睾
．
豊
～
睾
’
2
／
署
豊
！
2
’
2
’
暑
’
睾
・
暑
讐
・
著
睾
・
聖
’
箸
・
聖
・
薯
・
2
’
含
・
豊
“
暑
・
豊
聖
・
睾
・
署
’
2
り
建
り
難
9
麩
〕
き
〕
趣
り
璽
り
難
『
り
建
り
讐
り
難
り
嚢
〕
糞
り
聖
睾
『
り
聖
～
㌧

　　実は、この21年間（約183，250時間）というのは

　15歳から平均寿命までの男女の自由時間の平均で

　す（経済企画庁試算）。ここでいう自由時間とは、

　　1日の時間の中から①睡眠、食事、身のまわりの

　用事などの「生活必需時間」、②仕事、学業、家事

　通勤などに使われる「拘束時間」を引いた残りの時

　間のことです。つまり、個人が自由に使える「余

　暇時間」ということです。

　　はたして、この約21年間の余暇時間というのは

　多いのでしょうか、少ないのでしょうか。

　　もう少し、細かく1年当たりの余暇時間で見て

　みましょう。すると、365日のうち、自由に使える

　のは約110日間になります。睡眠時間などの生活必

　需時間を抜いた時間ですから、やはり多いといえ

　るのではないでしょうか。．

』隙』《綱『』N騨』酬』隙』隙』IM騨』隙』隙』隙』Mr』隙』膨』隙』隙』隙勲』隙』醜勲』隙』《鯉』隙』蜘』隙』rv膨

≡
≡
≡
…
一
地
域
社
会
活
動
と
余
暇
…
…
≡
…
一
≡
一
…
≡
≡
…
一
…
一
一
≡
…
≡
≡
≡
一
一
一
…
≡
…

　
　
あ
な
た
の
経
験
と
知
恵
を
生
か
そ
う

　
あ
な
た
の
持
っ
て
い
る
知
恵
や
経

験
を
余
暇
時
間
に
生
か
す
　
　
地
域

社
会
で
の
活
動
に
参
加
す
る
の
も
、

余
暇
時
間
を
有
効
に
使
う
方
法
の
ひ

と
つ
で
し
ょ
う
。

　
地
域
社
会
で
の
活
動
と
い
う
と
、

な
ん
だ
か
難
し
い
も
の
の
よ
う
に
思

い
ま
す
が
、
あ
ま
り
堅
苦
し
く
考
え

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
も
し
、
あ
な
た
が
若
い
こ
ろ
野
球

を
や
っ
て
い
た
と
し
ま
す
。
そ
の
知

識
を
近
所
の
子
供
に
教
え
て
あ
げ
る

の
も
、
立
派
な
地
域
社
会
活
動
で
し

ょ
う
。
ま
た
、
自
分
の
住
ん
で
い
る

ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
、
空

き
缶
を
拾
っ
た
り
、
花
や
樹
木
を
植

え
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
団

体
に
参
加
す
る
の
も
地
域
社
会
活
動

で
す
。

　
余
暇
時
間
を
地
域
社
会
で
の
活
動

に
利
用
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
利
点

が
あ
り
ま
す
。

▽
親
し
く
付
き
合
え
る
人
を
得
る
こ

　
と
が
で
き
る

▽
自
由
時
間
を
有
意
義
に
過
ご
す
こ

　
と
が
で
き
る

▽
周
囲
の
人
と
の
共
通
の
話
題
が
で

　
き
る

▽
生
活
に
充
実
感
が
で
る

▽
社
会
へ
の
見
方
が
広
ま
る

　
充
実
し
た
余
暇
時
間
を
過
ご
す
た

め
に
、
地
域
社
会
活
動
に
参
加
す
る

こ
と
を
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。

ヤ、
　￥
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宏

虐

豫

　
蓬
平
部
落
は
、
松
代
本
町
よ
り
三
・

五
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
て
い
る
。
県
道
松

代
．
高
柳
線
の
堀
割
（
三
又
路
）
か

ら
、
県
道
松
代
、
岡
野
町
線
（
通
称

峯
方
線
）
を
、
桐
山
行
の
バ
ス
で
蓬

平
入
口
の
停
留
所
よ
り
西
北
に
、
町

道
越
菅
線
ぞ
い
に
北
西
向
き
の
傾
斜

地
に
六
七
戸
が
転
在
し
て
い
る
集
落

で
あ
る
。

　
中
心
地
に
町
立
蓬
平
小
学
校
が
あ

り
ま
す
。
下
り
勾
配
の
道
を
辿
っ
て

行
く
と
越
菅
で
、
県
道
松
代
、
高
柳

線
に
合
流
し
、
昨
年
、
境
界
変
更
の

あ
っ
た
田
代
部
落
を
経
て
、
高
柳
町
、

柏
崎
市
へ
通
じ
て
い
ま
す
。

　
古
文
書
に
よ
れ
ば
年
代
不
詳
で
あ

る
が
、
甚
兵
衛
及
び
源
八
と
甚
兵
衛

の
第
子
与
兵
衛
、
源
八
の
名
子
作
左

工
門
の
家
三
軒
と
名
子
一
軒
が
宮
下

に
居
住
し
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、
元
和

八
年
小
井
菅
に
住
ん
で
い
た
、
甚
兵

衛
の
名
子
大
平
次
、
宗
蔵
、
仙
納
村

よ
り
移
住
し
た
名
子
善
四
郎
の
三
名

が
宮
下
に
来
て
、
家
三
軒
名
子
四
軒

と
な
り
住
ん
で
い
た
と
き
に
宮
下
（

旧
居
村
”
部
落
と
越
菅
の
間
）
で
地

す
べ
り
が
あ
り
、
現
住
地
を
居
村
と

見
立
て
た
の
が
寛
永
四
年
で
、
翌
寛

永
五
年
現
在
地
へ
移
転
し
た
と
記
さ

れ
て
あ
り
、
寛
永
七
年
で
は
家
敷
一

四
軒
（
家
一
〇
軒
名
子
四
軒
）
と
な

っ
て
お
り
延
宝
八
年
（
一
、
六
八
○

年
）
覚
で
は
蓬
平
村
々
勢
は
、
録
高

一
六
石
二
斗
二
升
二
合
で
、
家
敷
七

軒
名
子
五
軒
で
人
口
五
二
人
（
男
三

一
人
女
二
一
人
）
馬
三
足
と
記
さ
れ

て
い
る
。

　
天
和
三
年
の
御
検
地
を
受
け
た
名

前
は
、
三
左
エ
門
、
孫
左
エ
門
、
久

左
エ
門
、
九
兵
衛
、
九
左
エ
門
、
三

郎
左
エ
門
、
次
郎
左
エ
門
、
清
左
エ

門
の
八
名
で
（
名
子
は
財
産
を
持
っ

て
い
な
く
検
地
は
受
け
な
か
っ
た
）

　
検
地
の
対
象
は
家
敷
、
田
、
畑
、芝峠付近より蓬平部落望む

切
替
畑
、
青
芋
畑
、
添
立
木
ら
し
く

村
中
で
田
一
町
二
反
三
畝
、
畑
二
町

八
反
八
畝
一
〇
歩
、
切
替
畑
四
町
九

反
一
三
歩
、
青
苧
畑
五
反
八
畝
十
一

歩
、
添
木
九
九
本
と
あ
る
。
今
よ
り

三
〇
三
年
位
前
の
頃
と
思
い
ま
す
。

以
後
開
発
が
進
み
明
治
維
新
前
の
嘉

永
七
年
に
は
、
村
勢
が
六
五
戸
で
あ

っ
た
こ
と
を
古
文
書
で
知
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
城
山
の
こ
と
に
つ
い
て
は
詳
し
い

こ
と
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

が
、
越
後
の
国
高
田
春
日
山
城
主
上

杉
謙
信
公
の
命
で
、
長
峯
城
主
牧
野

馬
之
助
様
が
長
い
間
仮
住
ま
い
し
て

い
た
ら
し
く
、
牧
野
様
が
使
っ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
物
を
清
蔵
と
申
す
者
、

安
永
二
年
、
名
所
馬
屋
久
保
で
茶
釜

を
掘
り
出
し
、
松
代
の
関
谷
方
に
売

却
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
お
宮
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
氏
神

松
苧
大
権
現
様
一
件
之
事
で
は
只
今

之
居
村
よ
り
下
に
名
所
宮
下
ト
申
ス

所
二
居
村
有
之
、
其
の
時
八
是
迄
有

来
之
古
宮
地
之
仁
什
闇
天
和
三
年
之

御
検
地
之
節
御
除
地
二
御
座
候
得
共

是
は
、
古
宮
ト
相
成
り
尤
居
村
此
処

登
申
二
付
キ
元
録
二
己
年
代
神
様
屋

敷
モ
新
き
此
処
江
屋
敷
替
被
遊
申
候

事
と
記
さ
れ
て
お
り
、
本
尊
様
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
年
代
不
詳
で
刈
羽

郡
礎
信
村
（
現
在
地
不
明
）
鎮
守
様

で
あ
る
よ
う
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
の
み
で
詳
し
い
こ
と
は
不
明
で
あ

　
1
5
ぺ
ー
ジ
ヘ
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1
4
ペ
ー
ジ
よ
り

る
。　
古
い
伝
説
を
辿
っ
て
も
し
か
た
な

い
の
で
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
述
べ

て
み
ま
す
。

　
昭
和
三
〇
年
代
以
前
は
部
落
内
の

道
幅
は
七
尺
（
二
、
一
二
m
）
位
の

廻
り
く
ね
っ
た
勾
配
の
多
い
部
落
道

で
牛
馬
で
物
を
運
ん
で
い
た
が
、
三

○
年
代
中
旬
頃
よ
り
、
町
道
越
菅
線

と
し
て
町
当
局
の
ご
配
慮
で
道
路
改

良
工
事
が
完
了
し
部
落
の
終
点
ま
で

は
、
自
動
車
が
通
る
道
と
な
っ
た
が

越
菅
線
の
終
点
で
あ
る
、
県
道
松
代

高
柳
線
の
越
菅
ま
で
の
約
一
五
〇
〇

m
の
間
が
自
動
車
の
通
り
抜
け
が
で

き
な
い
不
便
さ
が
あ
っ
た
の
で
、
昭

和
五
二
年
度
に
農
免
道
路
と

し
て
県
単
事
業
で
幅
員
五
m

の
道
路
に
改
良
舗
装
を
始
め

五
五
年
度
ま
で
の
四
年
の
歳

月
を
経
て
工
事
が
終
了
し
、

大
型
車
も
通
り
抜
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
部
落
内
の
交

通
量
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
三
三
年
当
時
分
校
を

改
築
し
た
際
、
旧
校
舎
材
を

利
用
し
て
稚
蚕
飼
食
所
と
し

て
建
築
し
た
建
物
も
、
集
会

所
と
し
て
有
意
義
に
使
用
し

て
い
ま
し
た
が
、
五
三
年
の

集
中
豪
雨
で
土
砂
崩
が
発
生

し
押
し
つ
ぶ
さ
れ
、
五
四
年

現
在
の
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

を
事
業
費
一
、
四
八
四
万
二

千
円
で
建
設
、
各
種
集
会
、

研
修
等
に
利
用
し
て
お
り
ま

す
。　
分
校
で
あ
っ
た
学
校
も
、

五
四
年
に
独
立
校
と
な
り
校

長
先
生
外
四
名
の
先
生
と
給

食
婦
一
名
、
生
徒
二
四
名
の

小
規
模
校
で
は
あ
り
ま
す
が
、

先
生
、
生
徒
一
体
と
な
り
学
業
に
励

ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
部
落
の
人

達
の
寄
り
ど
こ
ろ
と
し
て
教
育
、
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
中
心
で
あ
り
、
部

落
運
動
会
、
ス
キ
ー
大
会
を
毎
年
行

い
親
睦
の
場
所
と
も
な
っ
て
お
り
ま

す
。　
青
年
会
主
催
の
盆
踊
り
大
会
、
九

月
二
四
日
の
秋
祭
り
に
は
、
婦
人
会

と
の
協
賛
に
よ
る
演
芸
大
会
を
盛
大

に
や
っ
て
お
り
ま
す
。
近
隣
の
部
落

か
ら
も
大
勢
見
物
人
が
集
ま
り
、
部

落
に
活
力
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
蓬
平
部
落
も
米
を
生
産
す
る
農
家

が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
副
業
と
し
て

畜
産
と
養
蚕
を
盛
ん
に
や
っ
て
い
ま

し
た
が
、
年
々
減
少
し
牛
を
飼
っ
て

い
る
の
は
一
二
軒
位
で
、
養
蚕
農
家

も
七
軒
ほ
ど
と
な
り
、
他
の
大
部
分

は
冬
期
間
の
出
稼
収
入
で
生
計
を
得

て
お
り
ま
す
。

　
高
度
成
長
以
後
は
、
中
高
校
の
学

卒
は
ほ
と
ん
ど
町
外
に
就
職
し
、
若

い
人
が
年
々
少
な
く
な
り
嫁
不
足
が

つ
づ
き
、
ま
た
、
老
令
人
口
の
増
加

な
ど
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
部
落
で
は
何
と
か
し
て
『
活
力
あ

る
蓬
平
を
』
と
秋
一
一
月
一
日
に
は

収
穫
祭
を
や
り
、
農
産
物
の
品
評
会
、

生
徒
達
に
よ
る
学
習
発
表
会
、
展
示

会
、
も
ち
つ
き
実
行
委
員
会
に
よ
る

も
ち
つ
き
大
会
な
ど
盛
大
な
催
物
が

展
開
さ
れ
ま
す
。

　
最
近
で
は
部
落
に
残
っ
て
頑
張
っ

て
い
る
若
い
人
達
数
人
が
、
ふ
る
さ

と
お
こ
し
、
部
落
の
活
性
化
を
め
ざ

し
て
『
何
を
す
べ
き
か
、
実
行
す
る

に
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
良
い
か
』

話
し
合
い
が
さ
れ
て
い
る
。
私
達
は

成
功
す
る
こ
と
に
期
待
を
よ
せ
、
そ

の
成
り
行
き
を
．
見
守
り
、
協
力
す
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
応
援
し
て
や
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
県
道
松
代
高
柳
線
の
無
雪
化
が
近

め
ば
、
十
日
町
市
、
柏
崎
市
、
上
越

市
へ
と
通
勤
圏
の
拡
大
が
図
ら
れ
、

兼
業
農
家
と
し
て
出
稼
を
し
な
く
て

も
十
分
生
活
が
安
定
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
地
域
住
民
期
待
の
北
越
北
線
の
完

成
は
昭
和
六
六
年
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
都
会
と
農
村
の
交
流
に
期
待
を

か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
蓬
平
部
落
は
推
測
で
四
五
〇
年
位

前
に
で
き
、
こ
の
雪
深
き
山
間
地
で

様
々
な
創
意
と
工
夫
、
そ
し
て
努
力

に
よ
っ
て
雪
に
打
ち
克
っ
て
き
ま
し

た
。
長
い
間
続
い
て
き
た
部
落
を
守

り
発
展
す
る
こ
と
を
願
望
し
て
部
落

の
紹
介
を
終
わ
り
ま
す
。
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⑳
躯る

おしゃれ・身だしなみ

　
若
い
人
は
い
つ
の
時
代
で
も
自
己

主
張
が
強
い
、
と
い
わ
れ
ま
す
。
「
自

分
、
自
分
…
…
…
…
」
と
他
人
の
言

う
こ
と
に
耳
を
貸
そ
う
と
し
な
い
、

と
。
中
学
生
く
ら
い
の
お
子
さ
ん
を

お
持
ち
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
も
、

き
っ
と
そ
う
感
じ
る
こ
と
が
多
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
　
”
他
者

同
調
型
”
の
典
型
と
で
も
い
い
ま
す

か
、
同
世
代
の
他
者
に
対
す
る
関
心

が
非
常
に
強
い
の
も
現
代
の
中
、
高

生
の
大
き
な
特
色
で
す
。

■
“
皆
と
一
緒
”
が
最
大
の
関
心

　
さ
て
、
身
だ
し
な
み
、
お
し
ゃ
れ

と
い
い
ま
す
と
、
一
般
に
は
異
性
を

意
識
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
中
学
生
の
場
合
を
み

て
み
ま
す
と
、
同
世
代
の
同
性
が
ど

う
い
う
髪
型
を
し
て
、
ど
ん
な
服
装
、

ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
身
に
つ
け
て
い
る

か
に
最
大
の
関
心
が
あ
る
よ
う
で
す
。

自
分
が
”
異
質
”
で
あ
っ
て
は
タ
イ

ヘ
ン
だ
、
と
い
う
意
識
が
根
底
に
あ

る
の
で
す
。

　
「
い
じ
め
」
は
、
自
分
と
同
じ
で

な
い
も
の
、
つ
ま
り
異
質
な
も
の
を

排
除
す
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
と
い

わ
れ
ま
す
。
中
学
生
に
と
っ
て
、
オ

ク
レ
テ
ル
と
い
わ
れ
る
こ
と
、
皆
と

同
じ
で
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
こ

と
が
、
い
ち
ば
ん
の
屈
辱
な
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
お
し
ゃ
れ
や
身
だ
し
な

み
も
、
意
識
の
上
で
は
自
分
に
似
合

う
か
ど
う
か
を
基
準
に
し
て
い
ま
す

が
、
実
際
に
心
を
動
か
し
て
い
る
ホ

ン
ネ
は
、
皆
と
同
じ
服
装
、
髪
型
を

し
て
い
る
か
、
同
じ
言
葉
遣
い
を
し

て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

均
一
性
に
こ
だ
わ
る
と
い
い
ま
す
か
、

い
つ
も
皆
と
一
緒
で
な
い
と
仲
間
は

ず
れ
に
な
る
と
い
い
ま
す
か
、
い
つ

も
皆
と
一
緒
で
な
い
と
仲
間
は
ず
れ

に
な
る
と
い
う
不
安
感
が
常
に
つ
き

ま
と
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
　
”
他
者

同
調
型
”
と
い
わ
れ
る
の
も
”
皆
と

一
緒
”
と
い
う
安
心
感
を
得
る
た
め

な
の
で
し
よ
う
。

■
子
供
の
関
心
に
、
親
が
振
り
回
さ

れ
て
い
る

　
か
っ
て
は
、
必
要
以
上
に
お
し
ゃ

れ
に
こ
だ
わ
る
の
は
”
非
行
の
芽
”

と
さ
れ
ま
し
た
。
心
の
中
に
わ
だ
か

ま
り
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
お
し
ゃ
れ

や
身
だ
し
な
み
へ
の
強
い
関
心
に
転

化
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
、
年
齢
不

相
応
な
服
装
な
ど
は
”
非
行
の
象
徴
”

と
見
ら
れ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

今
で
は
、
ご
く
普
通
の
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
中
学
生
の
“
お
し
ゃ
れ
必
需
品
”

と
い
え
ば
ヘ
ア
ー
ブ
ラ
シ
、
リ
ッ
プ

ク
リ
ー
ム
、
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
、
サ
ン

グ
ラ
ス
、
布
製
（
ジ
ー
ン
ズ
系
）
の

財
布
な
ど
で
す
が
、
こ
う
し
た
子
供

の
関
心
・
興
味
に
親
が
振
り
回
さ
れ

て
い
る
と
い
う
の
が
実
情
で
し
ょ
う
。

「
み
ん
な
持
っ
て
い
る
よ
。
ボ
ク
に

も
買
っ
て
よ
」
と
言
わ
れ
た
と
き
に
、

親
は
「
自
分
の
子
供
だ
け
が
取
り
残

さ
れ
る
」
と
い
う
不
安
か
ら
、
特
に

悪
い
こ
と
で
も
な
い
し
、
そ
の
程
度

の
出
費
で
済
む
な
ら
…
…
…
と
子
供

の
言
う
こ
と
を
聞
き
入
れ
る
親
が
多

い
よ
う
で
す
．

　
子
供
が
、
こ
れ
ら
の
”
必
需
品
”

を
そ
ろ
え
た
り
、
関
心
を
持
っ
た
り

す
る
の
は
、
あ
る
程
度
ま
で
は
、
皆

同
じ
で
す
。
そ
れ
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト

し
て
そ
の
ま
ま
突
っ
走
っ
て
し
ま
う

か
、
あ
る
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
踏

み
と
ど
ま
れ
る
か
ど
う
か
が
、
非
行

に
向
か
う
か
の
分
か
れ
道
に
な
に
な

る
の
で
す
．

〔
指
導
〕
岩
佐
壽
夫
・
前
警
視
庁
世

田
谷
少
年
セ
ン
タ
ー
・
カ
ウ
ン
セ
ラ

『
森
林
は
災
害
を
防
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
篭
は
ぐ
く
劣

　
”
緑
”
を
代
表
す
る
森
林
ー
1
。

そ
の
機
能
が
十
分
に
果
た
さ
れ
て
い

な
い
地
域
で
発
生
す
る
洪
水
や
土
砂

崩
れ
な
ど
の
災
害
は
、
日
ご
ろ
忘
れ

が
ち
な
緑
の
大
切
な
役
割
を
改
め
て

わ
た
し
た
ち
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
真
夏
の
太
陽
の
下
で
も
、
森

林
は
絶
え
ず
清
水
を
流
し
出
し
て
く

れ
ま
す
し
、
強
風
や
飛
砂
か
ら
農
地

や
住
宅
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
最
近
は
、
”
森
林
浴
”

と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
満
ち
あ

ふ
れ
た
緑
の
中
で
大
き
く
深
呼
吸
し
、

日
ご
ろ
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
、
精

神
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
ー
ー
と
い

っ
た
こ
と
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
緑
あ
ふ
れ
る
野
山

は
、
わ
た
ち
た
ち
の
暮
ら
し
に
と
っ

て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
な
の

で
す
。

放
っ
て
お
け
な
い
“
緑
”
の
現
状

　
日
本
で
は
、
第
二
次
大
戦
後
、
荒

廃
し
た
国
土
の
復
興
の
た
め
に
「
緑

化
の
推
進
」
が
叫
ば
れ
、
国
土
の
緑

づ
く
り
の
一
大
国
民
運
動
と
し
て
緑

の
羽
根
募
金
が
ス
タ
ー
ト
し
、
以
来
、

さ
ま
ざ
ま
な
緑
化
運
動
が
繰
り
広
げ

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

一
方
、
日
本
が
高
度
成
長
を
遂
げ
る

中
で
、
都
市
化
の
拡
大
や
国
土
の
乱

開
発
な
ど
は
、
大
切
な
”
緑
資
源
”

の
重
要
さ
を
弱
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
の
状
態
を
放
っ
て
お
け
ば
、

緑
は
ま
す
ま
す
失
わ
れ
、
後
で
気
づ

い
て
か
ら
で
は
す
で
に
手
遅
れ
l
l

と
い
っ
た
こ
と
に
な
ら
な
い
と
も
限

り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
緑
を
取
り
巻
く
現
状

を
踏
ま
え
、
わ
た
し
た
ち
は
以
前
に

も
増
し
て
強
力
な
”
緑
づ
く
り
運
動
”

を
幅
広
く
展
開
し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

艦
鑑

　
，
　
　
　
　
　
。
“
“
・

莚
騙
．
諺
2
！

繊
↑
纒
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雛
藩
纏
縦
購
願
　
難
議
撒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
代
幹
部
派
出
所

巡
査
部
長

松
　
永
　
　
洗

○
出
身
地
　
三
島
郡
和
島
村

○
前
任
地
　
上
越
南
署

○
趣
　
味
　
釣
り
、
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ

　
　
　
　
　
チ
ン
グ

叢
…
．
蕪
講

▼
新
し
く

　
　
来
・
り
れ
た
先
生

（
管
理
職
）
校
長
・
教
頭

◎
松
代
小
学
校
教
頭

柳
沢
晃
英
（
上
越
市
大
町
小
）

◎
清
水
小
学
校
長

国
松
陽
伍
（
長
岡
市
豊
田
小
）

◎
北
山
小
学
校
長

阿
部
俊
夫
（
小
千
谷
市
教
育
委
員
会
）

◎
北
山
小
学
校
教
頭

丸
山
一
郎
（
柏
崎
市
第
一
中
）

◎
莇
平
小
学
校
長

柳
沢
正
喜
（
上
越
市
大
町
小
）

◎
蓬
平
小
学
校
長

市
村
幸
雄
（
柿
崎
町
上
中
山
小
）

（
一
般
職
）
教
諭

◎
松
代
小
学
校

本
柳
貞
子
（
松
之
山
町
三
省
小
）

江
口
哲
夫
（
上
越
市
飯
小
）

小
林
良
衛
（
柏
崎
市
新
道
小
）

◎
松
代
小
学
校
菅
刈
分
校

片
桐
忠
雄
（
糸
魚
川
市
下
早
川
小
）

◎
松
代
小
学
校
下
山
分
校

本
山
泰
子
（
長
岡
市
黒
条
小
）

◎
清
水
小
学
校

小
柳
敦
子
（
広
神
村
西
小
）

◎
孟
地
小
学
校

小
池
　
洋
（
上
越
市
春
日
新
田
小
）

吉
田
新
次
（
柏
崎
市
鯖
石
小
）

長
谷
川
弥
生
（
新
採
用
）

◎
孟
地
小
学
校
滝
沢
分
校

関
沢
佐
恵
子
（
川
西
町
千
年
小
）

◎
北
山
小
学
校

関
　
真
理
子
（
三
条
市
保
内
小
）

相
沢
節
子
（
塩
沢
町
中
之
島
小
）

◎
蒲
生
小
学
校

津
幡
龍
峰
（
松
之
山
町
松
之
山
小
）

◎
蒲
生
小
学
校
寺
田
分
校

池
田
千
文
（
松
之
山
町
浦
田
小
）

◎
蓬
平
小
学
校

田
中
武
彦
（
長
岡
市
上
川
西
小
）

◎
松
代
中
学
校

高
沢
房
吉
（
十
日
町
市
南
中
）

広
瀬
利
勝
（
新
井
市
新
井
中
）

下
越
克
男
（
糸
魚
川
市
第
二
）

涌
井
幸
夫
（
上
越
市
城
北
中
）

富
永
一
郎
（
六
日
町
城
内
中
）

▼
勤
務
す
る
学
校
が

　
　
　
　
変
つ
た
先
生

◎
松
代
小
学
校
菅
刈
分
校

古
島
ト
シ
子
（
孟
地
小
）

◎
＋
助
平
小
学
校

佐
藤
喜
和
治
（
清
水
小
）

（
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
）

▼
町
外
に

　
　
転
出
さ
れ
た
先
生

◎
松
代
小
学
校

石
塚
美
和
子
（
松
之
山
町
松
里
小
）

羽
深
洋
子
（
上
越
市
高
士
小
）

阿
部
和
雄
（
柏
崎
市
柏
崎
小
）

◎
松
代
小
学
校
菅
刈
分
校

山
崎
太
一
郎
（
見
附
市
見
附
小
）

斉
藤
充
代
（
松
之
山
町
三
省
小
）

◎
松
代
小
学
校
下
山
分
校

小
原
秀
子
（
中
之
島
村
信
条
小
）

◎
清
水
小
学
校

中
嶋
正
好
（
新
井
市
吉
木
小
）

小
幡
和
子
（
六
日
町
西
五
十
沢
小
）

上
村
　
勤
（
六
日
町
六
日
町
小
）

伊
藤
芳
美
（
上
越
市
中
ノ
俣
小
）

◎
孟
地
小
学
校

尾
身
春
吉
（
川
西
町
橘
小
）

中
村
義
郎
（
新
潟
市
五
十
嵐
小
）

◎
孟
地
小
学
校
海
老
分
校

佐
藤
　
茂
（
六
日
町
北
辰
小
）

◎
孟
地
小
学
校
滝
沢
分
校

関
原
英
子
（
上
越
市
高
田
養
護
）

◎
北
山
小
学
校

市
川
伸
一
（
見
附
市
教
育
委
員
会
）

南
雲
昭
治
（
中
里
村
倉
俣
小
）

中
村
真
寿
美
（
柏
崎
市
半
田
小
）

山
崎
久
美
子
（
三
条
市
一
ノ
木
戸
小
）

◎
蒲
生
小
学
校
寺
田
分
校

藤
井
康
子
（
上
越
市
大
町
小
）

◎
奴
奈
川
小
学
校

山
本
篤
子
（
川
西
町
橘
小
）

，
◎
莇
平
小
学
校

水
野
文
俊
（
中
越
教
育
事
務
所
）

大
熊
一
郎
（
川
西
町
千
手
小
）

◎
蓬
平
小
学
校

白
石
孝
一
（
妙
高
村
妙
高
中
）

森
　
龍
憲
（
新
潟
市
赤
塚
小
）

◎
松
代
中
学
校

宮
沢
正
翁
（
十
日
町
市
吉
田
中
）

丸
山
敏
治
（
上
越
市
八
千
浦
中
）

菅
原
邦
宏
（
上
越
市
直
江
津
中
）

大
滝
浩
資
（
上
越
市
城
東
中
）

新
井
　
登
（
上
越
市
城
北
中
）

▼
退
職
さ
れ
た
先
生

◎
松
代
小
学
校

若
井
　
博

◎
蒲
生
小
学
校

美
濃
和
　
英

（
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
）

　
松
代
高
等
学
校

▼
新
し
く

　
　
来
・
り
れ
た
先
生

　
〈
教
頭
〉

丸
山
承
一
（
新
潟
高
校
）
数
学

　
〈
教
諭
〉

小
湊
知
見
（
新
採
用
）
　
数
学

近
藤
　
亘
（
　
〃
　
）
　
英
語

　
〈
講
師
〉

山
岸
　
統
（
新
採
用
）
、
美
術

相
沢
栄
一
（
　
〃
　
）
　
農
業

小
林
英
子
（
　
〃
　
）
　
音
楽

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

村
井
利
博
（
県
立
栃
尾
高
校
校
長
）

大
関
浩
二
（
県
立
中
条
高
校
）

山
神
伸
人
（
県
立
新
潟
向
陽
高
校
）

斉
藤
修
二
（
県
立
高
田
高
校
）

南
雲
充
（
県
立
小
千
谷
高
校
）

内
野
信
昭
（
県
立
与
板
高
校
）

坂
本
裕
克
（
県
立
盛
岡
農
業
高
校
）
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4月1日から次のような担当に変りました。職員一同

はりきっていますので、これからもみなさんのご支援

ご協力をお願いします。

禾IJ作町長秋山

助役鈴木益蔵

総務課
　
和
　
政

長
　
谷

課　
関

務総

　
　
　
夫

課　
　
　
秀

　
長

務
　
　
橋

　
課

　
　
　
高

　
務

税　
税

　
　
　
栄

課　
　
　
幸

　
長

会
　
　
月

　
課

　
　
　
若

　
会

社
　
社

企
　
画
　
係
　
長

消
防
・
統
計
係
長

馬
　
場
　
利
　
夫

広
報
消
防
係

統
　
計
係

交
通
安
全
係

庶
務
．
財
政
係
長
　
　
高
　
橋
　
宣
　
泰

「
ー
固
定
資
産
税
係
長

　
　
諸
　
税
　
係
　
長

　
　
住
民
税
係
長

　
　
社
会
福
祉
係
長

　
　
戸
　
籍
　
係
　
長

用庶行財運防

務務政政転犯

員係係係手係

関
　
谷
　
幸
一
郎

○
印
は
主
任
の
職
　
※
印
は
兼
務

○
高
橋
　
　
勝
　
　
高
橋
　
栄
子

係
※
○
佐
藤

係
　
○
小
堺

員
　
　
小
野
島
美
津
子

固
定
資
産
税
係
　
柳

鈴
　
木
　
利
　
雄

小
　
山
　
武
　
司

保
健
衛
生
係
長
　
　
松
永

水
道
係
長
　
　
課
長
　
兼

国
　
保
　
係
　
長

直
営
診
療
所

山
　
賀
　
八

勝郎　務

諸
　
税
　
係

住
民
税
係

社
会
福
祉
係

戸
　
籍
　
係

保
健
衛
生
係

保
　
健
　
婦

水
　
道
　
係

国
　
保

看
　
護

松
代
保
育
園
長
　
　
課
長
兼
務

保給

、
室
野
保
育
園
長
　
　
課
長
兼

務

⊥

給保

蒲
生
保
育
園
長
　
　
課
長
兼
務

保給

母婦係

食
　
婦

食食
婦母婦母

○
樋
口

○
相
沢

　
柳

○
室
岡
数
井

○
山
賀

　良利
守平彦

○

柳柳

ノ＼

ノレ

エ久

佐
藤
　
則
夫
　
　
市
川
　
英
世
　
　
高
橋

広
美

　和秀
茂代俊

○
米
持
　
徳
二

○
斉
木
美
恵
子

○
鈴
木
　
孝
子

柳
　
ふ
じ
え

山
岸
　
ト
ク

石
口
　
町
子

若
月
美
津
江

西
方
　
慶
子

星
名
由
美
子

相
沢
　
幸
一

米
持
　
敏
雄

山
岸
喜
美
江

西
潟
　
定
子

佐
藤
　
好
子

佐
藤
千
枝
子

○
本
山
　
絹
江
　
　
柳

山
岸
ト
シ
子

み
ね
子

大
野
高
橋

茂
野

祥
郎

孝淳保
蔵子子

佐
藤
キ
ョ
ノ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松

教育委員会

収入役樋口芳男

　
ド

課
　
良
　
三

業
響

産
産

建設課
建設課長

　関谷昭平

教育長
　島田健司

公民館長

（体育館兼務）

　佐藤公男

庶　学出建　 土　 職畜農　農　林産
　校　　　　　　業　業　 業

務教納築木業産共土務経
係育係係係係係済木係済　係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　係　　　係　　　　　　係

長長長長長長長長長長長
関　 教西課　　池　　課高　　柳　　高

　ホ谷目潟長田長橋橋　長蕃兼浩兼　　兼藤　健　嵩
郎　務平務　　猛　　務松　　一　　一

産
業
経
済
係
○
鈴
木
太
一
郎
※
山
岸
正
孝

林
　
務
　
係
　
○
小
堺
　
定
男
　
※
柳
　
　
裕
子

「n「「
土職畜農用　農
　　　業　　業
木業産共地　土
　　　済　　木
係　係　係　係　係　　　係

○
室
岡
　
茂

○
万
羽
美
栄

○
柳
　
善
雄

○
菅
井
正
一

〇
堀
川
一
郎

○
斉
木
　
勉

○
｛
呂
沢
　
　
一
諄
一

〇
斉
木
芳
治

牧
野
恵
子

○
池
田
正
直

○
相
沢
哲
夫

佐
藤
和
美

社
会
教
育
係
長
　
館
長
兼
務

　
　
　
　
県
派
遣

社
会
体
育
係
長
　
中
沢
久
征

　
　
務
局
長
兼
任
　
武
田
三
郎

松
代
町
監
査
委
員
会

鈴
木
清
彦

斉
藤
一
良

柳
　
裕
子

山
岸
正
孝

関
谷
栄
治

　
　
　
　
　
　
○
佐
藤
　
達
夫
　
○
武
田
　
芳
夫

　
　
　
　
　
　
○
高
橋
　
博

建
設
機
械
　
○
鈴
木
幸
紀
代
　
○
高
橋
　
憲
保
　
　
秋
山
益
太
郎

運
転
手
　
　
　

○
柳
　
裕

建
築
係

会
計
係

学
校
教
育
係

庶
務
係

　
　
　
松
中
　
村
山
　
盛
義
　
　
　
北
小
　
樋
口
　
幸
作

　
　
　
○
孟
小
　
蓑
輪
　
喜
作
　
　
　
清
小
　
万
羽
　
洋
子

用
務
員

　
　
　
松
小
　
柳
　
　
早
苗
　
　
　
蒲
小
　
山
岸
　
幸
雄

　
　
　
奴
小
佐
藤
秀
司

社
会
教
育
係
　
　
樋
口
　
　
彰

公
民
館
係
　
　
石
口
　
丈
夫
　
　
桑
原
　
タ
マ

社
会
体
育
係
　
○
石
口
　
博
雄

　
書
記
○
米
持
恒
敏

松
代
町
議
会
事
務
局

臼

記
○
佐
藤
信
一

松
代
町
選
挙
管
理
委
員
会
、

日
記
長
兼
任
　
関
谷
政
和
　
　
書
記
○
佐
藤
信
一
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一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箏

、
心
爽
，
’
…
通
灘
糞
塗

、
　
■

、
　
　
㌔
・

顎

！r

　
昭
和
四
十
一
年
七
月
三
十
日
、
松

代
町
は
全
町
民
の
名
の
も
と
に
「
交

通
安
全
町
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
以
来
、
松
代
町
に
お
け
る
交
通
事

故
を
な
く
す
る
た
め
に
、
全
町
民
あ

げ
て
ご
協
力
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

　
高
速
交
通
体
系
に
仲
間
入
り
し
た

松
代
町
も
、
昨
今
の
交
通
事
情
の
変

化
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
今
、
松
代
町
は
交
通
安
全
を
宣
言

し
て
二
十
年
た
ち
ま
す
。

”
明
日
を
拓
く
　
自
然
と
人
の

　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
の
町
”

　
松
代
町
か
ら
交
通
事
故
を
完
全
に

な
く
し
ま
し
ょ
う
。轍

’鰻

豫

継

松
代
町
を

ア
ピ
ー
ル
す
る

交
通
安
全
広
告
塔
に

　
　
　
　
　
　
あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
を
！

◎
外
形
の
デ
ザ
イ
ン

広
告
塔
の
外
形
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
下

さ
い
。

○
最
大
幅
1
m
、
高
さ
は
地
面
か
ら

6
m
く
ら
い
の
大
き
さ
で
、
鉄
骨
、

着
色
鋼
板
を
使
用
。
優
秀
作
品
を
も

と
に
町
で
設
計
い
た
し
ま
す
。

交通安全シンボルマーク

◎
標
語
の
部

広
告
塔
の
表
面
に
太
文
字
で
描
き
ま

す
。○
松
代
町
を
紹
介
す
る
も
の

○
交
通
安
全
に
関
連
し
た
も
の

い
ず
れ
も
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま

す
。

池
尻
交
差
点
が

　
　
　
　
　
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

▼
応
募
方
法

◎
デ
ザ
イ
ン
の
部

●
B
4
判
サ
イ
ズ
（
3
6
●
4
㎝
×
2
5
●

7
㎝
）
の
用
紙
に
、
側
面
図
と
立
面

図
を
作
図
し
て
下
さ
い
。

●
県
交
通
安
全
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を

各
面
に
入
れ
て
下
さ
い
。

◎
標
語
の
部

　
官
製
ハ
ガ
キ
に
二
点
ま
で
書
い
て

下
さ
い
。

▼
送
り
先

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
を
明
記
し
、

松
代
町
役
場
総
務
課
宛
送
付
し
て
下

さ
い
。

▼
締
切
日

　
昭
和
61
年
5
月
2
0
日
（
火
）

当
日
消
印
有
効

▼
賞
　
採
用
さ
れ
た
作
品
に
は
記
念
品
を

贈
り
ま
す
。

竃
、
罵
‘P慈癒FP・載欝
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ジ
ャ
ン

J
A
N
コ
ー
ド

何
が
ど
れ
だ
け
売
れ
た
か
を

　
　
　
把
握
す
る
シ

　
食
品
や
日
用
雑
貨
品
を
買
う
と
、

シ
マ
模
様
の
ラ
ベ
ル
が
付
い
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
お
気
付
き
で

す
か
。
こ
れ
は
「
ど
の
商
品
が
売
れ

た
か
」
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
に
付

け
ら
れ
た
コ
ー
ド
で
、
そ
の
仕
組
み

は
国
際
間
で
取
り
決
め
ら
れ
て
い
る

も
の
で
す
．

㎜
　
二
種
類
あ
る
　
　
　
㎜

…
　
　
J
A
N
コ
ー
ド
　
…

　
日
本
の
商
品
に
付
い
て
い
る
コ
ー

ド
は
、
J
A
N
（
富
冨
器
器
＞
旨
色
Φ

Z
仁
ヨ
σ
R
）
コ
ー
ド
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
J
A
N
コ
ー
ド
は
、
P
O
S

マ
模
様

　
（
ポ
イ
ン
ト
・
オ
ブ
・
セ
ー
ル
ス
硅

　
販
売
時
点
情
報
管
理
）
シ
ス
テ
ム
を

　
採
用
し
て
い
る
店
で
売
上
管
理
な
ど

　
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
　
P
O
S
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い

　
る
店
で
は
、
光
学
式
自
動
読
み
取
り

　
方
式
の
レ
ジ
ス
タ
ー
で
J
A
N
コ
ー

　
ド
を
読
み
取
っ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

　
に
送
り
、
販
売
時
点
で
、
何
が
い
く

　
つ
売
れ
た
か
を
正
確
、
迅
速
に
把
握

　
し
て
い
ま
す
。

　
　
と
こ
ろ
で
、
商
品
に
つ
い
て
い
る

　
J
A
N
コ
ー
ド
は
、
大
き
く
二
つ
に

　
分
け
ら
れ
ま
す
。
　
一
つ
は
メ
ー
カ
ー

　
や
発
売
元
で
ラ
ベ
ル
や
包
装
材
に
印

　
刷
さ
れ
る
「
ソ
ー
ス
マ
ー
キ
ン
グ
」
。

＜標準タイプ＞

678904”
一一丁”曳

48唇912345
　　1一　　　　　　　　　　　　一

　　　　商品メーカー　商品アイテム　チェック・
国コード
　　　　　　コード　　　　　コード　　　　デジツト

（コい）

＞　σ）国を区分する番号で、

　　　日本は49番。

　　（口〉商品の製造業者（発

　　　売元）を示している。

　　⑪個々の商品を番号で

　　　示している。
　（⇒機械の読誤りを防止

　　するための数値。

　←f）　　個）

＜短縮タイプ

4912“3456
一
． 一一一一一」卜」｝
（イ）　　（口〉　　レ虞二）

注）（イ）の番号は、ベルギーの管理本部で、

　（口）は各国のコードセンター等で管理し

　ている。

も
う
一
つ
は
小
売
店
な
ど
で
ラ
ベ
ル

を
印
刷
し
て
商
品
に
は
り
つ
け
る
、

「
イ
ン
ス
ト
ア
マ
ー
キ
ン
グ
」
で
す
。

　
ソ
ー
ス
マ
ー
キ
ン
グ
は
「
ど
こ
の

国
の
、
ど
の
商
品
メ
ー
カ
ー
の
、
ど

の
商
品
か
」
を
表
示
す
る
も
の
で
、

太
さ
の
違
う
縦
線
（
バ
ー
）
が
異
な

る
間
隔
で
並
ん
で
シ
マ
模
様
の
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
下
に
十
三
け

た
（
標
準
タ
イ
プ
）
か
、
八
け
た
（
短

縮
タ
イ
プ
）
の
数
字
が
並
ん
で
い
ま

す
。
バ
ー
は
い
ろ
い
ろ
な
組
み
合
わ

せ
で
下
の
数
字
と
同
じ
こ
と
を
表
示

し
て
い
ま
す
。
こ
の
J
A
N
コ
ー
ド

は
財
団
法
人
流
通
シ
ス
テ
ム
開
発
セ

ン
タ
ー
内
の
流
通
コ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

に
申
請
、
登
録
さ
れ
管
理
さ
れ
て
い

ま
す
。

防災
シリーズ⑰　　　　　鞘

　　　製　響窺

　　　　　　　　灘

　　　　　　　繊

　　　　　　　螢
　　　燭

の

雄
一、”＿＿」盟

．
懸耀

瓠
引

山火事防止運動

4月25日～5月25日

ちょっとまて！

その火はほんとに消えてるか？

￥

　
　
〆

　
4

■

吻4，膨．，“’●

版　　岬　陥〃　　、一しや
　全国の出火状況を四季別にみると、春

には冬と同じくらい火事が多く発生して

います。

　冬に火事が多いのは、寒いので火を使

う機会が多いからですが、湿度が低いこ

とも大きな原因です。

　湿度は火事と深い関係があります。湿

度が90～100％になると火事が少なくな

り、30～40％以下になると火事がふえる

といわれています。湿度が特に低いとき

には、異常乾燥注意報が出されます。こ

んなときは火事になりやすくなっていま

すから、火の扱いに注意しましょう。

※たき火をする時は後始末を完全に！

※たばこの吸いがらは必ず消しましょう。

※車からたばこの吸いがらを投げ捨てな

　いように！

※強風又は乾燥時及び枯れ草等のある危

　険な場所では、マッチの使用やたき火

　はつとめてさけましょう。

※火入れする時は消防署に届出しましょ

　う。

戸
籍
の
窓
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
三
月
受
付
分

　
げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
誕
生
）

池
田
隼
　
父
一
三
母
千
文

　
　
（
二
男
・
田
野
倉
・
最
の
上
）

米
持
俊
輔
　
　
父
敏
雄
　
母
と
よ
子

　
　
　
（
長
男
・
室
野
・
中
三
王
）

平
澤
昂
也
　
　
父
建
一
　
母
志
恵
子

　
　
　
（
長
男
・
松
代
・
忠
海
屋
）

関
谷
智
美
　
　
父
馨
　
　
母
千
秋

　
　
　
（
長
女
・
松
代
・
前
田
屋
）

櫻
澤
あ
ゆ
み
　
父
正
一
　
母
京
子

　
　
（
長
女
・
松
代
・
釜
田
住
宅
）

柳
　
美
保
　
　
父
幸
伸
　
母
敏
子

　
　
　
　
（
長
女
・
松
代
・
緑
屋
）

小
堺
加
奈
恵
　
父
繁
憲
　
母
輝
子

　
　
　
（
三
女
・
儀
明
・
長
之
助
）

　
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

井
上
ク
ラ
　
8
3
歳
　
寺
田
　
和
泉
屋

菅
井
徳
＋
郎
8
0
歳

高
橋
セ
ン
　
8
7
歳

小
堺
ク
ニ
　
8
8
歳

西
潟
信
明
　
4
2
歳

若
井
政
市
　
7
7
歳

蓬福蓬千苧
平島平年島

大
原
大
橋
屋

助
次
郎

う
し
ろ

鍛
治
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　文
芸

9

∈熈識
．一一
　　、ζ

　　　「
　　　，＝

ρ
亀’

「

．．翼

短
歌
山
鳩
の
声

　
　
　
　
　
　
野
石
　
ロ
マ
ン

雪
晴
れ
の
木
々
の
梢
を
崩
れ
落
つ
雪

　
　
　
　
ゆ
き
　
も

の
影
さ
え
雪
面
に
映
る

シ
ベ
リ
ヤ
の
寒
気
遠
の
く
雨
音
に
雪

の
苦
悩
の
空
し
さ
覚
ゆ

　
　
　
か
　
け

ガ
ラ
ス
破
片
散
ら
ば
る
ご
と
き
今
朝

の
雪
踏
め
ば
寒
気
の
鼻
孔
に
し
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
そ

隣
国
の
大
統
領
の
政
変
劇
他
所
事
な

ら
ず
一
か
月
過
ぐ

ざ
わ
め
け
る
世
情
も
風
に
似
た
る
か

な
こ
だ
わ
り
も
な
く
季
節
は
巡
る

目
覚
む
れ
ば
遠
く
山
鳩
鳴
く
声
に
ま

た
目
を
閉
じ
て
聞
く
朝
の
床

　
　
　
　
　
　
㌧
鐙

　
　
　
　
　
　
》
藷
貫

　
　
　
　
　
　
罵
亀

　
　
　
　
　
　
蝿
協

　
し
ぶ
み
句
会

　
　
　
　
　
　
く
ず
　
や

大
氷
柱
育
て
て
藁
屋
二
百
年

天
窓
に
雪
の
山
あ
り
十
三
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公

か
ん
し
さ

明

標
の
ひ
も
の
凍
て
し
を
ま
た
履
き
て

雛
の
日
の
き
ら
め
く
雪
を
踏
み
に
け

り
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

茶
呑
客
ま
た
一
人
来
て
春
隣

街
灯
の
光
届
か
ぬ
雪
の
嵩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

四
米
越
し
た
る
深
雪
二
月
尽

や
む
こ
と
を
知
ら
ぬ
深
雪
の
村
に
住

む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

作
業
衣
を
脱
い
で
句
会
へ
雪
の
道

人
形
を
飾
る
双
児
の
雛
並
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

就
職
の
決
ま
り
し
娘
雛
飾
る

連
れ
立
ち
て
佛
詣
や
冴
え
返
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

窓
あ
い
て
雪
解
雫
や
縁
の
内

湯
に
入
り
て
明
る
さ
残
る
春
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
人

も
の
の
芽
の
雪
の
下
に
も
育
ち
お
り

新
佛
彼
岸
詣
り
も
雪
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
　
根

雛
段
を
飾
り
て
祝
う
老
夫
婦

雪
崩
あ
と
土
の
香
り
の
な
つ
か
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

ひ
と
雨
に
霞
か
か
り
て
春
匂
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う

雪
割
っ
て
土
黒
々
と
蕗
の
蔓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
げ
女

珍
し
き
橋
火
に
手
を
も
み
座
り
け
り

退
院
す
雪
解
の
道
に
手
を
引
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

陽
を
受
け
て
氷
柱
根
元
よ
り
落
ち
ぬ

湖
西
線
湖
北
に
至
り
雪
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
炎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
象
ヤ

紅
白
の
梅
を
咲
か
せ
て
小
商

さ
お
立
て
て
電
線
吊
る
す
雪
峠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

蒲
生
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
や

嶺
々
に
日
の
差
し
て
熔
む
彼
岸
雪

雪
間
よ
り
雪
間
へ
跳
び
し
野
兎
の
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

雪
割
れ
ば
壁
の
高
さ
の
二
十
尺

煮
メ
煮
て
彼
岸
に
入
れ
る
婆
の
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

客
増
し
て
氷
柱
太
れ
る
湯
宿
か
な

風
花
の
西
よ
り
来
れ
ば
荒
る
る
と
か

　
　
　
　
　
　
　
在
妙
高
　
月
　
日

い
　
ぎ
れ
ま

雪
切
間
に
強
き
日
射
し
や
土
匂
う

卒
業
の
吾
子
の
背
中
の
た
く
ま
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爽
　
風

ほ
ぐ
れ
初
む
紅
筆
の
如
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ健
や
か
な
娘
の
筆
伊
予
柑
の
荷
が
届

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

汗
ば
み
て
脱
げ
ば
ま
た
降
る
彼
岸
雪

片
目
し
て
ま
ぶ
し
く
見
上
げ
る
彼
岸

晴
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

春
雷
や
堀
一
筋
の
柳
か
な

千
葉
港
の
蘇
鉄
解
か
れ
て
八
方
に

　
　
　
　
　
　
　
在
千
葉
　
鐵
　
堂堂　　人岸雪女届　ツ風き　日か　人　　山跡　　　　花　　水　ぬ歩　り
槻槻槻槻槻槻槻槻晩醐槻槻醐槻槻晩槻臓槻槻槻槻槻槻断槻槻臓槻槻一槻蝋槻槻猷槻槻断槻賦槻一槻臓槻槻槻撚

園
芸
一
ロ
メ
モ

ー
松
代
園
芸
愛
好
会
丹

　
　
花
物
盆
栽
に
つ
い
て

　
花
物
盆
栽
は
、
ほ
か
の
盆
栽
と
ち

が
っ
て
、
花
の
美
し
さ
を
鑑
賞
の
お

も
な
対
象
と
し
ま
す
。

　
「
花
の
い
の
ち
ば
短
く
て
…
…
」

と
よ
く
申
し
ま
す
が
、
こ
の
花
物
盆

栽
は
、
松
柏
類
に
く
ら
べ
て
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
葉
物
や
実
物
と
比
較

し
て
も
、
こ
れ
を
鑑
賞
す
る
期
間
が

短
い
こ
と
は
い
な
め
ま
せ
ん
。
し
か

し
年
に
一
度
、
ふ
だ
ん
は
地
味
な
姿

の
樹
が
、
あ
る
い
は
可
憐
な
、
あ
る

い
は
艶
麗
な
花
の
装
い
を
と
り
ど
り

に
こ
ら
し
て
私
達
の
目
を
楽
し
ま
せ

藁
講

蜜懸、

微
－

て
く
れ
る
こ
の
盆
栽
に
は
、
自
然
の

せ
つ
り
と
い
う
も
の
を
強
く
感
じ
さ

せ
て
く
れ
る
、
ほ
か
の
盆
栽
に
な
い

す
ば
ら
し
い
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　
若
物
盆
栽
も
盆
栽
で
あ
る
以
上
、

そ
の
樹
形
や
根
張
り
な
ど
の
美
し
さ

も
大
切
で
、
こ
れ
ら
も
花
と
な
ら
ん

で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
花
物
と
い
っ
て
も
、
例
え
ば

サ
ツ
キ
の
な
か
ま
に
は
紅
葉
の
美
し

い
品
種
や
、
あ
る
い
は
ツ
バ
キ
の
よ

う
に
照
葉
が
美
し
く
、
葉
も
鑑
賞
の

対
象
と
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
め
樹
種

に
応
じ
て
お
の
お
の
の
樹
の
良
さ
を

十
分
に
表
現
す
る
こ
と
が
、
こ
の
種

の
盆
栽
の
カ
ン
ど
こ
ろ
と
い
え
ま
し

よ
・
つ
。

琳醐職・磯灘齢


